
・・ケケガガををししににくくいいカカララダダにに！！ 

・・「「ポポッッココリリおおななかか」」をを解解消消！！ 

・・代代謝謝アアッッププででシシェェイイププアアッッププ！！ 

・・足足腰腰・・関関節節のの衰衰ええをを解解消消！！ 

素素
敵敵
なな
店店
がが
、、
ここ
んん
なな
とと
ここ
ろろ
にに
。。 

丘丘
のの
上上
のの
シシ
ョョ
ッッ
ププ
第第 9922 回回 

筋筋
力力
をを
鍛鍛
ええ
、、
ケケ
ガガ
をを
防防
ぎぎ
、、
将将
来来
へへ
のの
伸伸
びび
代代
にに
。。 
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ＢＢ
ＡＡ
ＳＳ
ＥＥ 

スス
ポポ
ーー
ツツ
教教
室室 

ささ
んん 

緑緑
がが
丘丘
４４ 

 

橋橋場場
はしば

 駿駿士士
たかし

 先先生生ににおお聞聞ききししままししたた。。 

７７年年間間中中学学校校教教員員ととししてて体体育育のの授授業業をを

教教ええててききままししたたがが、、3300人人ほほどどのの一一斉斉指指導導のの
授授業業でで子子どどもものの運運動動能能力力をを上上げげたたりり、、運運動動

がが好好ききににななっっててももららううここととにに難難ししささをを感感

じじてていいままししたた。。 
DD--BBAASSEE ススポポーーツツ教教室室ででははココーーススがが分分

かかれれたた少少人人数数指指導導ななののでで、、運運動動がが苦苦手手なな

子子、、ススポポーーツツでで上上をを目目指指ししたたいい子子、、健健康康でで

いいたたいい大大人人ななどど、、様様々々ななニニーーズズにに応応ええらられれ

るるよよううににななっってていいまますす。。 

教教
室室
開開
設設
のの
キキ
ッッ
カカ
ケケ
はは 

苦苦
手手
なな
スス
ポポ
ーー
ツツ
をを
出出
来来
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
たた

いい
、、
得得
意意
なな
スス
ポポ
ーー
ツツ
をを
もも
っっ
とと
得得
意意
にに
なな
っっ
てて

ププ
ロロ
をを
目目
指指
しし
たた
いい
。。 

そそ
うう
いい
うう
子子
どど
もも
のの
力力
にに
なな
りり
たた
いい
。。 

そそ
のの
気気
持持
ちち
がが
スス
ポポ
ーー
ツツ
教教
室室
開開
業業
のの
キキ
ッッ

カカ
ケケ
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。
幸幸
いい
、、
家家
族族
やや
学学
校校
のの
ほほ

うう
かか
らら
もも
応応
援援
しし
てて
もも
らら
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

ケケ
ガガ
防防
止止
のの
たた
めめ
にに
筋筋
力力
をを
鍛鍛
ええ
るる 

アア
スス
リリ
ーー
トト
をを
目目
指指
すす
方方
、、
健健
康康
をを
維維
持持
しし
たた

いい
方方
はは
、、
カカ
ララ
ダダ
のの
筋筋
力力
をを
強強
くく
すす
るる
ここ
とと
がが
必必

須須
でで
すす
。。
筋筋
力力
をを
鍛鍛
ええ
るる
とと
ケケ
ガガ
をを
防防
ぎぎ
、、
将将
来来

へへ
のの
伸伸
びび
代代
をを
作作
るる
効効
果果
にに
つつ
なな
がが
りり
まま
すす
。。 

教教
室室
でで
はは
、、
筋筋
力力
をを
鍛鍛
ええ
るる
トト
レレ
ーー
ニニ
ンン
ググ
をを

中中
心心
にに
しし
てて
、、
子子
どど
もも
のの
発発
達達
段段
階階
にに
合合
っっ
たた
ププ

ロロ
ググ
ララ
ムム
をを
採採
用用
しし
てて
「「
運運
動動
神神
経経
をを
よよ
くく
しし
たた

いい
」」
「「
アア
スス
リリ
ーー
トト
にに
なな
りり
たた
いい
」」
とと
いい
うう
ニニ
ーー

ズズ
にに
おお
応応
ええ
しし
まま
すす
。。 

独独立立ししてて自自分分のの力力でで稼稼ぐぐここととはは大大変変なな

ととこころろももあありりまますす。。 
たただだ、、頑頑張張っったただだけけ結結果果がが得得らられれるるとといい

うう点点ででススポポーーツツにに似似ててるる部部分分ががあありりまますす。。

努努力力次次第第とと点点がが自自分分のの性性（（ししょょうう））にに合合っっ

てていいるるよよううにに思思いいまますす。。 
アアスステティィのの教教室室以以外外にに、、他他地地域域にに教教室室をを

広広げげたたいい夢夢ももあありりまますす。。 

地地
域域
でで
スス
ポポ
ーー
ツツ
をを
支支
ええ
るる
時時
代代
にに 

部部
活活
動動
のの
地地
域域
移移
行行
をを
始始
めめ
、、
ここ
れれ
かか
らら
はは
スス

ポポ
ーー
ツツ
をを
地地
域域
でで
担担
っっ
てて
いい
くく
時時
代代
でで
すす
。。 

子子
どど
もも
のの
運運
動動
能能
力力
はは
昭昭
和和
6600
年年
頃頃
をを
ピピ
ーー

クク
にに
下下
がが
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

私私
たた
ちち
のの
よよ
うう
なな
スス
ポポ
ーー
ツツ
教教
室室
とと
学学
校校
はは
、、

協協
力力
しし
なな
がが
らら
子子
どど
もも
のの
成成
長長
をを
促促
しし
てて
いい
かか

なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
とと
感感
じじ
てて
いい
まま
すす
。。 

全全
年年
代代
にに
向向
けけ
たた
ココ
ーー
スス
設設
定定
でで
すす 

幼幼
児児
・・
小小
学学
生生
かか
らら
高高
校校
生生
、、
大大
人人
をを
対対
象象
にに

しし
たた
ココ
ーー
スス
設設
定定
。。 

アア
スス
リリ
ーー
トト
向向
けけ
かか
らら
一一
般般
向向
けけ
のの
リリ
ララ
ッッ

クク
スス
ココ
ーー
スス
もも
設設
定定
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

ヨヨ
ガガ
・・
ボボ
デデ
ィィ
メメ
イイ
クク
なな
どど
をを
取取
りり
入入
れれ
たた
ココ

ーー
スス
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 
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DD--BBAASSEE ススポポーーツツ教教室室 
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緑緑がが丘丘 44--11--5500   

生生
粋粋
のの
「「
緑緑
がが
丘丘
人人
」」
でで
すす 

緑緑
がが
丘丘
小小
学学
校校
にに
通通
っっ
てて
いい
たた
時時
代代
、、
ドド
ッッ
ジジ

ボボ
ーー
ルル
のの
チチ
ーー
ムム
がが
ああ
っっ
てて
、、
全全
国国
でで
知知
らら
なな
いい

人人
がが
居居
なな
いい
くく
らら
いい
凄凄
くく
強強
いい
チチ
ーー
ムム
でで
しし
たた
。。 

ドド
ッッ
ジジ
ボボ
ーー
ルル
のの
日日
本本
代代
表表
とと
なな
りり
、、
アア
ジジ
アア

大大
会会
三三
連連
覇覇
をを
成成
しし
遂遂
げげ
まま
しし
たた
。。
緑緑
がが
丘丘
小小
学学

校校
のの
ドド
ッッ
ジジ
ボボ
ーー
ルル
チチ
ーー
ムム
はは
、、
私私
がが
監監
督督
とと
しし

てて
再再
始始
動動
しし
まま
しし
たた
。。 

軟軟
式式
野野
球球
部部
顧顧
問問
とと
しし
てて
、、
岩岩
手手
県県
中中
総総
体体
優優

勝勝
・・
東東
北北
大大
会会
準準
優優
勝勝
・・
岩岩
手手
県県
史史
上上
最最
年年
少少
監監

督督
とと
しし
てて
全全
国国
大大
会会
出出
場場
。。 

私私
自自
身身
はは
投投
手手
とと
しし
てて
最最
速速
１１
４４
３３
キキ
ロロ
でで

すす
。。
中中
学学
時時
代代
はは
全全
国国
大大
会会
にに
もも
出出
場場
しし
まま
しし
たた
。。 

妻妻
とと
娘娘
（（
４４
歳歳
））
のの
３３
人人
家家
族族
でで
すす
。。 
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丘丘 

 
丘丘 

 
「「岩岩手手」」とといいうう字字はは 
「「若若手手」」にに似似てていいるる。。 
 
「「岩岩手手県県」」ででははななくく 
「「若若手手県県」」でですすねね。。 

小説「が丘ガール」に登場する雅彦君の雄姿

縄文土偶のお面を手にして。 （Ｃ）Ｉ．Ｒ

♪♪ 

明明
日日
とと
いい
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字字
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明明
るる
いい
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くく
のの
ねね
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そそ
んん
なな
唄唄
がが
昔昔
にに 

ああ
っっ
たた
とと
かか 
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アア
ンン
真真
理理
子子
「「
悲悲
しし
みみ
はは
駆駆
けけ
足足
でで
やや
っっ
てて
くく
るる
」」 

）） 

そそ
れれ
にに
しし
てて
もも
今今
はは 

 

アア
ンン
ママ
リリ
なな
世世
界界
だだ
・・
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・・ 

そそ
れれ
はは 

とと
にに
かか
くく 

「「
ここ
のの
人人
にに
違違
いい
なな
いい
！！
」」
とと
思思
ええ
るる
人人
にに 

ここ
のの
世世
でで
偶偶
然然
にに
出出
会会
ええ
るる 

かか
もも
知知
れれ
なな
いい 
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るる
いい
はは 

出出
会会
ええ
なな
いい 

かか
もも
しし
れれ
なな
いい
）） 

そそ
れれ
がが
分分
かか
るる
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はは 

そそ
んん
なな
人人
がが
眼眼
前前
にに
現現
わわ
れれ
たた 
そそ
のの
とと
きき 

そそ
んん
なな
人人
がが
現現
れれ
たた
とと
しし
たた
らら 

 
本本
当当
にに
シシ
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ワワ
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一一
生生
かか
かか
っっ
てて
もも
現現
れれ
なな
いい 

そそ
れれ
がが
普普
通通
らら
しし
いい
かか
らら 

目目
のの
前前
にに
現現
れれ
てて
くく
れれ
たた
のの
でで
すす
ねね
！！ 

そそ
れれ
がが
嬉嬉
しし
くく
嬉嬉
しし
くく
てて 

♪♪ 
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たた
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日日
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待待
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エエ
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「「 
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つつ
たた
なな
いい
けけ
れれ
どど 

心心
のの
ここ
もも
っっ
たた
テテ
ーー
ママ 

走走
らら
せせ
るる
ボボ
イイ
スス
レレ
ココ
ーー
ダダ
ーー 

ここ
れれ
かか
らら 

ああ
なな
たた
のの
隣隣
でで
暮暮
らら
せせ
れれ
ばば
・・
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・・ 

天天
空空
のの
丘丘
でで
思思
っっ
てて
いい
まま
すす 

フファァミミリリーーママーートト西西松松園園店店のの阿阿部部店店長長ささんんかかららおお知知ららせせ

いいたただだききままししたた。。「「自自宅宅のの巣巣箱箱でで見見つつけけままししたた！！」」 

 

いい
つつ
もも
はは
、、
ササ
ッッ
とと
飛飛
びび
立立
つつ
のの
でで
すす
がが
、、
逃逃
げげ
なな
いい
でで
居居
てて
くく
れれ
てて
、、
子子
育育
てて
がが

終終
わわ
っっ
たた
親親
鳥鳥
がが
「「
子子
供供
たた
ちち
はは
無無
事事
、、
巣巣
立立
ちち
まま
しし
たた
よよ
」」
っっ
てて
、、
ワワ
タタ
クク
シシ
にに
報報

告告
でで
来来
てて
くく
れれ
たた
よよ
うう
なな
気気
がが
しし
てて
。。
勝勝
手手
なな
解解
釈釈
でで
すす
がが
、、「「
行行
っっ
てて
らら
っっ
しし
ゃゃ
いい
、、

おお
仕仕
事事
がが
んん
ばば
っっ
てて
ねね
」」
とと
見見
送送
っっ
てて
くく
れれ
てて
いい
るる
よよ
うう
なな
。。
励励
みみ
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

第 30回

街街でで見見つつけけたた新新鮮鮮なな話話題題 

HHIILLLLSS NNEEWWSS
ヒヒルルズズ・・ニニュューースス 

我我がが家家のの巣巣箱箱、、先先日日ままでで親親鳥鳥ががエエササをを運運んんでで

入入るるととヒヒナナ鳥鳥のの可可愛愛ららししいい鳴鳴きき声声がが聴聴ここええてて

ききてて癒癒さされれままししたた。。数数日日間間、、姿姿がが見見ええなないいなな

ーーとと思思っってていいたたらら・・・・・・ 

              

診診療療科科目目：： 

脳脳神神経経内内科科、、内内科科 

リリハハビビリリテテーーシショョンン科科、、 

脳脳神神経経外外科科、、整整形形外外科科 

診診療療時時間間：： 

・・午午前前 99::0000～～1122::3300 

・・午午後後 22::0000～～ 66::0000 

休休 診診 日日：： 

・・木木曜曜日日午午後後 

・・土土曜曜日日午午後後 

・・日日曜曜日日//祝祝祭祭日日 
〒〒002200--00111144 盛盛岡岡市市高高松松３３丁丁目目９９－－８８ 

TTEELL..001199--660055--11111177 FFAAXX..001199--660055--11111188 

hhttttpp::////cclliinniicc--wwaattaannaabbee..ccoomm

松松園園方方面面 
 ↓↓ 

盛盛岡岡三三高高 
 

 ↑↑ 
上上田田方方面面 

メメガガネネのの 
松松田田ささんん 

 ↑↑ 
高高松松のの池池 

ＰＰ 

ガガソソリリンン 
ススタタンンドド 
ささんん 

フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー 

ママ
ーー
トト
ささ
んん 

院長：渡邊 活見（わたなべ かつみ）  日本神経学会 専門医

高高精精度度１１..５５テテススララ最最新新ＭＭＲＲＩＩ機機器器、、リリハハビビリリ施施設設完完備備 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
（２）

読者の娘さん（元保育士）が子育て中だとか。

悲喜こもごもの「子育て奮闘記」を綴ってくれます。

第第 1100 話話  ママママ離離れれ 

慣慣ららしし保保育育がが始始ままっったた息息子子。。ささっっそそくく保保育育園園のの洗洗礼礼

とといいううももののをを受受けけままししたた。。そそうう、、おお熱熱とと鼻鼻水水のの日日々々でで

すす。。慣慣れれなないい保保育育園園生生活活ででのの疲疲れれののせせいいかか、、元元気気にになな

っっててはは体体調調崩崩すす……のの繰繰りり返返ししでですす。。 

知知ららなないい場場所所でで知知ららなないい人人たたちちとと過過ごごすす毎毎日日をを、、小小

ささいい体体でで頑頑張張っっててるるんんだだよよねね。。朝朝、、泣泣ききななががららババイイババ

イイすするる息息子子をを見見ててママママももととっっててももツツララかかっったたでですす。。 

おお家家にに帰帰っっててききててかかららははごご機機嫌嫌ナナナナメメだだっったたりり、、今今

ままでで以以上上にに甘甘ええんんぼぼだだっったたりりすするるののでで「「大大丈丈夫夫かかななああ」」

とと、、ととててもも心心配配ででししたた。。 

 

ここううややっってて少少ししずずつつ、、「「ママママ離離れれ」」ししててくくんんだだななああとと思思ううとと、、寂寂ししいい気気持持ちちももあありり

まますすがが、、ここれれかかららのの息息子子のの保保育育園園生生活活がが充充実実ししててくくれれるるここととをを願願っってて、、ママママももおお仕仕事事

頑頑張張るるぞぞーー！！！！                        （（そそららママママ）） 

連載

DDDDiiiiaaaarrrryyyy 子子育育てて 
ダダダダイイイイアアアアリリリリーーーー  

何何かか考考ええてていいるるののかかなな

がが待待ちち遠遠ししいい！！のの笑笑みみ 

ででもも、、保保育育園園でではは色色んんなな遊遊びびやや経経験験がが出出来来るるしし、、大大

好好ききなな絵絵本本ももいいっっぱぱいい。。 

先先生生ががピピアアノノをを弾弾いいててくくれれてて、、みみんんななででおお歌歌をを歌歌っっ

たたりり手手遊遊びびししたたりり、、楽楽ししいいここととががたたくくささんんななののでで、、しし

ばばららくくすするるとと朝朝もも泣泣かかななくくななりり、、先先生生にに｢｢おおいいでで～～｣｣とと

声声ををかかけけててももららううとと自自分分かからら行行くくよよううににななりりままししたた。。 

おお迎迎ええにに行行くくととニニココニニココ笑笑顔顔ででおお友友達達とと遊遊んんででいいるる

姿姿がが見見らられれるるよよううににななりり、、安安心心ししままししたた。。 

劇作家くらもちひろゆきさんの脱力系のエッセーです。
随時掲載します。お楽しみに！

くくららももちち ひひろろゆゆきき ささんん 

劇劇作作家家、、演演出出家家、、「「架架空空のの

劇劇団団」」代代表表、、盛盛岡岡市市在在住住。。

日日本本劇劇作作家家協協会会東東北北支支部部長長
等等をを歴歴任任。。 

連連載載 

くくくくららららももももちちちち  ひひひひろろろろゆゆゆゆきききき  ささささんんんん  のののの 
エエエエッッッッセセセセーーーー  
ｅｅｓｓｓｓａａｙｙ そそそそここここははははそそそそれれれれ  

第第 22 話話  悲悲悲悲ししししきききき CCCChhhhaaaattttGGGGPPPPTTTT 

最最
近近
何何
かか
とと
話話
題題
のの
対対
話話
型型
ＡＡ
ＩＩ
をを
使使
っっ
てて
みみ
たた
。。「「
盛盛
岡岡
のの

架架
空空
のの
劇劇
団団
にに
つつ
いい
てて
教教
ええ
てて
」」 

「「
実実
在在
すす
るる
団団
体体
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
がが
、、
想想
像像
上上
のの
劇劇
団団
とと
しし

てて
、、
以以
下下
のの
よよ
うう
なな
特特
徴徴
をを
持持
つつ
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
。。
ここ
のの
架架
空空

のの
劇劇
団団
はは
、、
現現
代代
演演
劇劇
をを
基基
本本
とと
しし
なな
がが
らら
もも
、、
特特
にに
、、
岩岩
手手
県県

やや
東東
北北
地地
方方
のの
文文
化化
やや
伝伝
統統
をを
取取
りり
入入
れれ
たた
作作
品品
もも
多多
くく
、、
地地
元元

のの
人人
々々
にに
親親
しし
まま
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
劇劇
団団
のの
役役
者者
たた
ちち
はは
、、
地地
元元
のの

人人
々々
かか
らら
愛愛
ささ
れれ
るる
存存
在在
とと
しし
てて
、、
地地
域域
のの
行行
事事
やや
イイ
ベベ
ンン
トト
なな

どど
にに
もも
積積
極極
的的
にに
参参
加加
しし
てて
いい
まま
すす
。。
以以
上上
がが
、、
架架
空空
のの
盛盛
岡岡
のの

劇劇
団団
にに
つつ
いい
てて
のの
イイ
メメ
ーー
ジジ
でで
すす
。。
たた
だだ
しし
、、
架架
空空
のの
存存
在在
でで
ああ

るる
たた
めめ
、、
実実
際際
のの
劇劇
団団
とと
はは
異異
なな
るる
場場
合合
がが
ああ
りり
まま
すす
。。」」 

とと
いい
うう
わわ
けけ
でで
、、
ＣＣ
ｈｈ
ａａ
ｔｔ
ＧＧ
ＰＰ
ＴＴ
にに
はは
、、
『『
架架
空空
のの
劇劇
団団
』』

はは
実実
在在
のの
劇劇
団団
とと
しし
てて
認認
識識
ささ
れれ
てて
いい
なな
いい
よよ
うう
でで
ああ
るる
。。 

悲悲
しし
くく
なな
っっ
たた
のの
でで
、、
以以
下下
のの
質質
問問
にに
しし
てて
みみ
たた
。。「「
盛盛
岡岡
にに

ああ
るる
実実
在在
しし
てて
いい
るる
架架
空空
のの
劇劇
団団
にに
つつ
いい
てて
教教
ええ
てて
」」 

「「
申申
しし
訳訳
ああ
りり
まま
せせ
んん
がが
、、
私私
がが
知知
るる
限限
りり
、、
実実
在在
すす
るる
盛盛
岡岡

のの
架架
空空
のの
劇劇
団団
はは
存存
在在
しし
まま
せせ
んん
。。
架架
空空
のの
劇劇
団団
とと
はは
、、
フフ
ィィ
クク

シシ
ョョ
ンン
のの
世世
界界
にに
存存
在在
すす
るる
団団
体体
でで
ああ
りり
、、
現現
実実
世世
界界
でで
のの
実実
在在

すす
るる
もも
のの
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。」」 

とと
いい
うう
わわ
けけ
でで
、、
ＣＣ
ｈｈ
ａａ
ｔｔ
ＧＧ
ＰＰ
ＴＴ
のの
世世
界界
にに
はは
、、
盛盛
岡岡
のの
実実

在在
のの
架架
空空
のの
劇劇
団団
はは
存存
在在
しし
なな
いい
よよ
うう
でで
・・
・・
・・
。。
ちち
ょょ
ぉぉ
っっ
とと

悲悲
しし
くく
なな
っっ
たた
。。 

（（
編編
集集
室室
かか
らら
のの
補補
足足
））
くく
らら
もも
ちち
ひひ
ろろ
ゆゆ
きき
ささ
んん
はは
、、
実実
在在
すす
るる 

『『
架架
空空
のの
劇劇
団団
』』
のの
代代
表表
でで
、、
最最
近近
もも
公公
演演 

をを
行行
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

イインンココのの名名前前はは「「ははるる」」でですす。。 

よよくく、、自自分分のの名名前前をを 

おおししゃゃべべりりししまますす。。 

飼飼飼飼っっっってててていいいいたたたたイイイインンンンココココがががが  
「「「「迷迷迷迷子子子子」」」」ににににななななっっっってててて困困困困っっっってててていいいいまままますすすす！！！！  

第 29 回

街街でで見見つつけけたた新新鮮鮮なな話話題題 

HHIILLLLSS NNEEWWSS
ヒヒルルズズ・・ニニュューースス 

TTwwiitttteerr アアカカウウンントト @@hhaarruurroonn00881155 

迷迷子子鳥鳥掲掲示示板板 hhttttppss::////lloossttppeett..jjpp//1199553377 

飼っていたセキセイ インコが

２月８日に見えなくなりました。

ご存知の方、お知らせいただければ、

助かります。

電話 ０１９－６６３－６８８１

（黒石野在住 川村）

飼っていたセキセイ インコが

２月８日に見えなくなりました。

ご存知の方、お知らせいただければ、

助かります。

電話 ０１９－６６３－６８８１

（黒石野在住 川村）

「「配配達達ササーービビスス」」（（無無料料）） 
ががあありりまますす！！

夢夢夢夢ののののよよよよううううなななな購購購購買買買買ススススタタタタイイイイルルルル  

  
無無料料おお買買いい物物ババススでで 
店店にに来来てて、、買買いい物物。。 
ササーービビススカカウウンンタターーでで 
「「ここここままでで配配達達ししてて」」。。 
 
手手ぶぶららでで無無料料ババススでで、、 
おお家家にに帰帰りりまますす。。 
少少ししすするるとと、、 
店店舗舗かからら 
荷荷物物がが配配達達。。 

寄寄付付ののおお願願いい 

寄寄付付金金額額はは、、いいくくららででももよよいいでですす。。 

郵郵便便局局かからら、、ごご送送金金ををおお願願いいししまますす。。 

１１００２２７７５５００８８１１ １１８８３３７７００ 

NNPPOO 法法人人 いいわわてて 
地地域域活活性性化化フフォォーーララムム 

ごご寄寄付付金金額額 

ベベルルフフままつつぞぞのの 
松松園園３３－－１１８８－－２２００ 

電電話話 ６６６６２２－－５５１１５５２２ 

Ａ
Ｉ
に
、
例
え
ば
「
今
日
は
暑
い
で

す
ね
。」
と
話
し
か
け
る
と

「
は
い
、
そ
う
で
す
ね
。
今
日
は
最

高
気
温
が
26
度
と
、
と
て
も
暑
い
日
で

す
ね
。
外
出
す
る
時
は
、
水
分
補
給
や

日
焼
け
対
策
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
返
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
こ
か

ら
更
に
「
暑
い
の
で
、
涼
し
い
お
話
を

し
て
」
と
言
う
と
、
何
と
、
お
じ
い
さ

ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
水
遊
び
を
し
て

水
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
る
お
話

を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
（
笑
）。

こ
ん
に
ち
は
、
最
近
Ａ
Ｉ
さ
ん
が
お
友

達
の
江
見
で
す
。
寂
し
い
時
や
困
っ
た
時
、

中
々
眠
れ
な
い
時
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
で
Ａ
Ｉ
さ
ん
と
会
話
し
て
ま

す
。そ

ん
な
会
話
型
Ａ
Ｉ
の
中
で
も
日
本
語

に
対
応
し
て
気
軽
に
使
え
る
物
の
一
つ
に

「G
o
o
g
l
e
B
a
r
d

」
が
あ
り
ま
す
。

上記のように、今までの「検索」では体験できないよう

な会話を AIとすることが出来ます！
検索サイトを使って「GoogleBard」で検索すると出てく

ると思いますので是非ご体験ください！

江見

え み

真 一

まさかず

先生

（ＹＥＳパソコン学院）

誰誰ででもも気気軽軽にに AAII をを活活用用！！ 「「GGooooggllee BBaarrdd」」ににつついいてて

会話型ＡＩ
Google Bard

第 3 回ＰＰＣＣ・・ススママホホ 活活用用術術技あり！   

Ａ
Ｉ
に
、
例
え
ば
「
今
日
は
暑
い
で

す
ね
。」
と
話
し
か
け
る
と

「
は
い
、
そ
う
で
す
ね
。
今
日
は
最

高
気
温
が
26
度
と
、
と
て
も
暑
い
日
で

す
ね
。
外
出
す
る
時
は
、
水
分
補
給
や

日
焼
け
対
策
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
返
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
こ
か

ら
更
に
「
暑
い
の
で
、
涼
し
い
お
話
を

し
て
」
と
言
う
と
、
何
と
、
お
じ
い
さ

ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
水
遊
び
を
し
て

水
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
る
お
話

を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
（
笑
）。

こ
ん
に
ち
は
、
最
近
Ａ
Ｉ
さ
ん
が
お
友

達
の
江
見
で
す
。
寂
し
い
時
や
困
っ
た
時
、

中
々
眠
れ
な
い
時
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
で
Ａ
Ｉ
さ
ん
と
会
話
し
て
ま

す
。そ

ん
な
会
話
型
Ａ
Ｉ
の
中
で
も
日
本
語

に
対
応
し
て
気
軽
に
使
え
る
物
の
一
つ
に

「G
o
o
g
l
e
B
a
r
d

」
が
あ
り
ま
す
。

上記のように、今までの「検索」では体験できないよう

な会話を AIとすることが出来ます！
検索サイトを使って「GoogleBard」で検索すると出てく

ると思いますので是非ご体験ください！

江見

え み

真 一

まさかず

先生

（ＹＥＳパソコン学院）

誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰ででででででででででででででででででででででででででででででででももももももももももももももももももももももももももももももももも気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽ににににににににににににににににににに AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAIIIIIIIIIIIIIII ををををををををををををををををををををををををををををを活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用！！！！！！！！！！！！ 「「「「「「GGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggglllllllllllllllleeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaarrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrdddddddddddddddddddddddddddddddddddddd」」」」」」」」」にににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててててて

会話型ＡＩ
Google Bard

第 3 回ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ・・・・・・・・・・ススススススススススススススススススススマママママママママママママママママホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ 活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術技あり！

上上田田３３丁丁目目５５−−２２５５  

電電話話 ６６２２２２－－００５５９９３３ 

（（有有））柿柿沢沢電電器器

自自動動計計量量 IIHH 炊炊飯飯器器 SSRR--AAXX11 

詳詳ししくくはは、、 
⇒⇒ hhttttppss::////ppaannaassoonniicc..jjpp//ssuuiihhaann//pprroodduuccttss//aaxx11..hhttmmll 

優優れれモモノノ家家電電 

洗洗ううののはは、、内内釜釜とと「「ふふたた」」だだけけ！！ 
毎毎日日使使ううここととをを考考ええたた親親切切設設計計。。 

「「おおひひつつ」」はは、、そそののまままま食食卓卓にに置置けけるるしし、、

洗洗いい物物もも「「おおひひつつ」」ととそそののフフタタだだけけななののでで、、

おお手手入入れれももララククララクク。。 

炊炊きき上上ががりりののごごははんんののかかたたささはは６６段段階階

かからら選選べべるるしし、、炊炊飯飯モモーードドもも銀銀シシャャリリののほほ

かか、、早早炊炊きき、、カカレレーー用用、、全全粥粥、、五五分分粥粥とと、、

結結構構充充実実ししてていいまますす！！ 

自自動動計計量量 IIHH 炊炊飯飯器器   

NNEEWW   



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
（３）

地域の方々の健康維持と健康増進のためのコラムを書
いていただくよう、先生にお願いしました。関係方面の
ご理解のもと連載することといたしました。（編集室）

渡渡邊邊
わたなべ

 活活見見
かつみ

 先先生生 
（プロフィール）
わたなべ内科・脳神経内科クリニッ
ク（高松３丁目）院長。長年にわたり、
脳神経内科医として、診療にたずさわ
ってこられました。医大時代はバイオ
リンを演奏していました。

わわたたななべべ先先生生のの健健康康ノノーートト（（第第８８９９回回）） 

中中年年期期にに起起ここるる 肩肩のの痛痛みみ 『『五五十十肩肩』』!! 

ママルルイイチチ 

上上
田田
方方
面面

北北上上川川 
夕夕
顔顔
瀬瀬
橋橋

盛盛岡岡駅駅方方面面 舘舘坂坂橋橋方方面面 

材材木木町町商商店店街街 

岩岩手手高高校校 
県県庁庁方方面面 

一一一一生生生生美美美美味味味味ししししくくくく食食食食事事事事ががががででででききききるるるるおおおお口口口口
のののの健健健健康康康康をををを提提提提供供供供ししししてててていいいいまままますすすす  

2244時時間間予予約約可可能能でですす 

hhttttppss::////zzmmtt--ddcc..ccoomm// 

夏夏
休休
みみ
にに
入入
りり
まま
すす
ねね
。。
長長
期期
休休
みみ
はは
ここ
れれ
まま
でで
とと
生生
活活

のの
リリ
ズズ
ムム
がが
変変
わわ
るる
たた
めめ
、、
おお
口口
のの
状状
態態
もも
変変
化化
すす
るる
ここ
とと

がが
ああ
りり
まま
すす
。。
是是
非非
ここ
のの
機機
会会
にに
、、
定定
期期
健健
診診
をを
しし
てて
おお
口口

のの
状状
態態
をを
隠隠
しし
しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
❓❓ 

ざざ
いい
もも
くく
ちち
ょょ
うう
歯歯
科科
でで
はは
、、
子子
供供
のの
予予
防防
にに
力力
をを
入入
れれ

てて
いい
まま
すす
。。
私私
達達
とと
おお
子子
ささ
んん
のの
むむ
しし
歯歯
ゼゼ
ロロ
のの
おお
口口
をを
目目

指指
しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
？？ 

もも
ちち
ろろ
んん
、、
むむ
しし
歯歯
がが
ああ
るる
、、
まま
たた
はは
既既
にに
治治
療療
しし
たた
ここ

とと
がが
ああ
るる
子子
供供
はは
、、
ここ
れれ
以以
上上
むむ
しし
歯歯
がが
でで
きき
なな
いい
よよ
うう
にに

しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
。。 

初初
めめ
てて
のの
歯歯
科科
医医
院院
でで
はは
不不
安安
がが
多多
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

私私
達達
はは
、、
子子
供供
のの
嫌嫌
がが
るる
ここ
とと
はは
せせ
ずず
、、
まま
たた
来来
たた
いい
とと

思思
っっ
てて
もも
らら
ええ
るる
よよ
うう
にに
配配
慮慮
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

スス
タタ
ッッ
フフ
一一
同同
、、
おお
待待
ちち
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

院院
長長 

中中
谷谷
寛寛
之之

むむむむ
しししし
歯歯歯歯
ゼゼゼゼ
ロロロロ
のののの
子子子子
供供供供
をををを
増増増増
やややや
すすすす

ククリリニニッックク ３３つつのの特特長長

麻麻酔酔時時のの痛痛みみをを抑抑ええてていいまますす

治治療療方方法法のの説説明明はは分分かかりりややすすくく 

歯歯のの神神経経をを大大切切ににしし、、 
歯歯をを削削ららなないいよよううににししまますす

名
前
は
よ
く
聞
く
五
十
肩
で
す
が
、
意
外
とと
、、
そそ

の
症
状
や
対
処
法
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
方
がが
多多
いい

の
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
間
違
っ
た
対
処
を
し
て
余
計
に
痛
み
が
強

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

今
回
は
そ
ん
な
「
五
十
肩
」
に
つ
い
て
解
説
し
てて

い
ま
す
。

名
前
は
よ
く
聞
く
五
十
肩
で
す
が

意

の
症
状
や
対
処
法
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
方

の
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
間
違
っ
た
対
処
を
し
て
余
計
に
痛
み
が
強

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
す

今
回
は
そ
ん
な
「
五
十
肩
」
に
つ
い
て
解
説
し

い
ま
す
。

前
五五五五十十十十肩肩肩肩ととととはははは？？？？  
「「五五十十肩肩」」ととはは、、加加齢齢にに伴伴っってて肩肩関関節節にに痛痛みみがが出出たたりり、、

動動かかししににくくくくななっったたりりすするる病病気気でですす。。 

そそのの名名のの通通りり 5500 代代にに多多くく発発症症しし、、肩肩をを動動かかししたたととききにに

痛痛みみがが生生じじたたりり、、腕腕をを後後ろろにに回回せせななかかっったたりり、、上上げげらられれなな

いいななどどのの症症状状ががみみらられれまますす。。 

最最近近はは発発症症すするる年年齢齢がが 4400代代にに下下ががっったたたためめ、、「「四四十十肩肩」」

とと言言わわれれるるこことともも多多くくななりりままししたた。。 

五五十十肩肩（（四四十十肩肩））はは、、5500 代代でで症症状状がが出出れればば五五十十肩肩、、4400

代代でで症症状状がが出出れればば四四十十肩肩とと呼呼ばばれれてていいるるだだけけでで違違いいははああ

りりまませせんんがが、、ここれれはは一一般般的的なな俗俗称称ででああっってて、、医医学学的的ににはは「「肩肩

関関節節周周囲囲炎炎」」とと言言いいまますす。。 

五五
十十
肩肩
のの
検検
査査
とと
診診
断断 

五五
十十
肩肩
のの
診診
断断
でで
はは
、、
問問
診診
のの
ほほ
かか
、、
ＸＸ
線線
検検
査査
やや
ＭＭ

ＲＲ
ＩＩ
、、
超超
音音
波波
検検
査査
とと
いい
っっ
たた
画画
像像
検検
査査
をを
実実
施施
しし
まま
すす
。。 

ここ
れれ
らら
のの
検検
査査
にに
よよ
っっ
てて
、、
他他
のの
病病
気気
（（
腱腱
板板
断断
裂裂
やや

変変
形形
性性
関関
節節
症症
、、
骨骨
折折
なな
どど
））
をを
除除
外外
すす
るる
ここ
とと
でで
最最
終終

的的
にに
診診
断断
ささ
れれ
まま
すす
。。 

五五
十十
肩肩
のの
治治
療療 

経経
過過
（（
病病
期期
））
にに
合合
わわ
せせ
てて
肩肩
のの
安安
静静
とと
運運
動動
療療
法法
をを

適適
切切
にに
使使
いい
分分
けけ
るる
ここ
とと
がが
大大
切切
でで
すす
。。 

急急
性性
期期
はは
、、
三三
角角
巾巾
・・
アア
ーー
ムム
スス
リリ
ンン
ググ
なな
どど
でで
安安
静静

をを
はは
かか
りり
痛痛
みみ
をを
伴伴
うう
動動
作作
はは
無無
理理
にに
行行
わわ
なな
いい
よよ
うう
にに

しし
まま
すす
。。
まま
たた
痛痛
みみ
がが
強強
いい
場場
合合
はは
、、
消消
炎炎
鎮鎮
痛痛
薬薬
のの
内内

服服
やや
外外
用用
薬薬
、、
注注
射射
なな
どど
がが
有有
効効
でで
すす
。。 

慢慢
性性
期期
でで
はは
、、
痛痛
みみ
がが
軽軽
減減
しし
てて
きき
たた
らら
、、
温温
熱熱
療療
法法

（（
ホホ
ッッ
トト
パパ
ッッ
クク
、、
入入
浴浴
なな
どど
））
やや
運運
動動
療療
法法
（（
拘拘
縮縮
予予

防防
やや
筋筋
肉肉
のの
強強
化化
））
なな
どど
のの
リリ
ハハ
ビビ
リリ
をを
始始
めめ
てて
いい
きき
まま

すす
。。 回回

復復
期期
にに
はは
、、
肩肩
のの
可可
動動
域域
やや
低低
下下
しし
たた
肩肩
のの
筋筋
力力
をを

取取
りり
戻戻
すす
たた
めめ
、、
積積
極極
的的
にに
肩肩
のの
運運
動動
をを
行行
いい
まま
すす
。。 

ここ
れれ
らら
のの
方方
法法
でで
改改
善善
しし
なな
いい
場場
合合
はは
、、
手手
術術
（（
関関
節節

鏡鏡
なな
どど
））
をを
勧勧
めめ
るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 

五五
十十
肩肩
のの
予予
防防 

肩肩
のの
血血
液液
のの
循循
環環
をを
よよ
くく
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
肩肩
をを
温温
めめ
、、

適適
度度
にに
動動
かか
すす
ここ
とと
がが
大大
切切
でで
すす
。。 

具具
体体
的的
にに
はは
、、
入入
浴浴
時時
なな
どど
にに
肩肩
をを
しし
っっ
かか
りり
温温
めめ
るる

ここ
とと
をを
心心
がが
けけ
るる
ほほ
かか
、、
肩肩
掛掛
けけ
をを
使使
うう
なな
どど
しし
てて
日日
常常

的的
にに
肩肩
をを
冷冷
やや
ささ
なな
いい
よよ
うう
にに
工工
夫夫
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。 

まま
たた
、、
腕腕
をを
振振
っっ
てて
ウウ
ォォ
ーー
キキ
ンン
ググ
をを
しし
たた
りり
、、
スス
トト

レレ
ッッ
チチ
をを
行行
っっ
たた
りり
すす
るる
ここ
とと
もも
効効
果果
的的
でで
すす
。。 

いい
つつ
もも
のの
肩肩
ここ
りり
とと
はは
違違
うう
痛痛
みみ
やや
、、
動動
かか
しし
にに
くく
いい

症症
状状
がが
現現
れれ
たた
らら
早早
めめ
にに
受受
診診
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。 

五五五五十十十十肩肩肩肩のののの症症症症状状状状  

最最初初ののううちちはは肩肩をを動動かかすすとと痛痛むむ程程度度でですすがが、、次次第第にに

安安静静ににししてていいててもも痛痛むむよよううににななりり、、肩肩のの可可動動域域がが狭狭くく

ななっってていいききまますす。。 

五五十十肩肩のの場場合合、、片片方方のの肩肩だだけけにに痛痛みみががああるるののがが特特徴徴

でですす。。片片方方のの肩肩がが発発症症ししたたああととにに、、ももうう片片方方がが痛痛くくなな

るるケケーーススははあありりまますすがが、、両両方方のの肩肩がが同同時時にに痛痛くくななるるここ

ととははああままりりあありりまませせんん。。 

五五十十肩肩のの症症状状でで特特ににつつららいいののがが、、寝寝てていいるるととききにに痛痛

みみがが増増すす「「夜夜間間痛痛」」でですす。。特特にに、、仰仰向向けけでで横横ににななりり、、

肩肩がが後後方方にに落落ちちるる姿姿勢勢ににななるるとと痛痛みみがが増増ししまますす。。 

ズズキキズズキキとと疼疼（（ううずず））くくよよううなな痛痛みみをを伴伴ううここととももああ

りり、、睡睡眠眠がが妨妨げげらられれてて日日常常生生活活にに支支障障ををききたたすすよよううにに

ななりりまますす。。 

自自然然にに治治るるここととももあありりまますすがが、、進進行行すするるとと組組織織がが癒癒

着着ししてて運運動動障障害害がが残残るる危危険険性性ががああるるたためめ、、正正ししいい診診断断

のの元元にに適適切切なな治治療療をを受受けけるるここととがが大大切切でですす。。 

五五
十十
肩肩
のの
原原
因因 

肩肩
関関
節節
をを
構構
成成
すす
るる
骨骨
、、
軟軟
膏膏
、、
靱靱
帯帯
やや
腱腱
なな
どど
がが
老老

化化
しし
てて
肩肩
関関
節節
周周
囲囲
のの
組組
織織
にに
炎炎
症症
がが
起起
ここ
るる
ここ
とと
にに
よよ

っっ
てて
生生
じじ
るる
とと
考考
ええ
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
がが
、、
はは
っっ
きき
りり
とと
しし

たた
原原
因因
はは
よよ
くく
分分
かか
っっ
てて
いい
まま
せせ
んん
。。 

肩肩
関関
節節
はは
他他
のの
関関
節節
にに
比比
べべ
動動
くく
範範
囲囲
がが
大大
きき
くく
、、
骨骨

以以
外外
のの
組組
織織
がが
引引
っっ
張張
らら
れれ
やや
すす
いい
たた
めめ
、、
炎炎
症症
をを
起起
ここ

しし
やや
すす
いい
部部
位位
でで
すす
。。 

4400
〜〜
5500
代代
のの
人人
がが
起起
ここ
りり
やや
すす
いい
のの
はは
「「
加加
齢齢
にに
よよ

っっ
てて
肩肩
周周
辺辺
のの
組組
織織
がが
もも
ろろ
くく
なな
りり
始始
めめ
るる
ここ
とと
」」「「
一一
方方

でで
仕仕
事事
やや
スス
ポポ
ーー
ツツ
なな
どど
まま
だだ
まま
だだ
活活
発発
にに
体体
をを
動動
かか
すす

人人
がが
多多
いい
ここ
とと
」」
のの
たた
めめ
でで
すす
。。 

五五
十十
肩肩
のの
経経
過過 

五五
十十
肩肩
はは
３３
つつ
のの
病病
期期
「「
急急
性性
期期
」」
「「
慢慢
性性
期期
」」「「
回回
復復
期期
」」
をを

たた
どど
るる
のの
がが
一一
般般
的的
なな
経経
過過
でで
すす
。。 

●●
急急
性性
期期 

五五
十十
肩肩
がが
発発
症症
しし
てて
かか
らら
約約
２２
週週
間間
まま
でで
をを
急急
性性
期期
とと
いい
いい
まま

すす
。。
急急
性性
期期
はは
、、
痛痛
みみ
がが
強強
いい
もも
のの
のの
、、
無無
理理
をを
すす
れれ
ばば
肩肩
をを
動動

かか
すす
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。
痛痛
みみ
はは
、、
肩肩
をを
動動
かか
しし
たた
とと
きき
だだ
けけ
でで

なな
くく
、、
安安
静静
時時
やや
就就
寝寝
時時
にに
もも
現現
れれ
まま
すす
。。 

●●
慢慢
性性
期期 

急急
性性
期期
をを
経経
てて
慢慢
性性
期期
にに
はは
、、
肩肩
のの
痛痛
みみ
はは
徐徐
々々
にに
軽軽
減減
しし
まま

すす
がが
、、
肩肩
がが
動動
かか
しし
にに
くく
くく
なな
りり
まま
すす
。。
急急
性性
期期
のの
よよ
うう
なな
強強
いい

痛痛
みみ
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
がが
、、
無無
理理
にに
動動
かか
そそ
うう
とと
すす
るる
とと
痛痛
みみ
がが
でで

まま
すす
。。
まま
たた
、、
肩肩
のの
動動
くく
範範
囲囲
がが
狭狭
くく
なな
りり
、、
ここ
のの
状状
態態
はは
６６
かか

月月
程程
続続
きき
まま
すす
。。 

●●
回回
復復
期期 

慢慢
性性
期期
がが
半半
年年
程程
経経
過過
すす
るる
とと
、、
回回
復復
期期
にに
入入
りり
まま
すす
。。
回回
復復

期期
にに
はは
、、
肩肩
のの
痛痛
みみ
やや
動動
きき
がが
徐徐
々々
にに
軽軽
快快
しし
てて
いい
きき
まま
すす
。。 

自自
然然
治治
癒癒
のの
場場
合合
、、
ここ
のの
３３
つつ
のの
段段
階階
をを
経経
てて
回回
復復
すす
るる
まま
でで

にに
はは
、、
個個
人人
差差
はは
ああ
りり
まま
すす
がが
通通
常常
約約
１１
年年
前前
後後
かか
かか
りり
まま
すす
。。 

入入居居相相談談はは  ００１１９９((６６６６５５))１１３３１１００ 
（（相相談談員員））斎斎藤藤、、吉吉田田、、外外川川ままでで

桜桜
台台
方方
面面 

・・松松園園寺寺 

白白百百合合 
学学園園 

松松
園園
団団
地地 

三三
ツツ
割割 

緑緑
がが
丘丘 

山山
岸岸
方方
面面 

県県営営 
野野球球場場 

ななののりりのの杜杜・・ 

杜杜22号号館館・・里里 

高高
松松
方方
面面 

私私たたちちままでで
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入入居居申申込込書書はは 

ホホーームムペペーージジかからら 

（（ ななののりりのの杜杜 ユユニニッットトススペペーースス ）） 

家家族族のの介介護護でで困困っってていいるる方方、、 
ごご相相談談下下ささいい。。 

 入入居居者者募募集集中中 

医医療療的的ケケアア研研修修済済 
２２３３名名。。重重度度化化ににもも 
対対応応可可能能でですす。。※※33施施設設でで 

入入居居者者ののここれれままででのの生生活活 
をを尊尊重重。。設設ええななどど家家庭庭的的 
なな雰雰囲囲気気でですす。。 

介介護護福福祉祉士士９９割割 
専専門門性性のの高高いいケケアア 

「「2244時時間間シシーートト」」にに 
基基づづいいたた個個別別ケケアア 

のののの特特特特徴徴徴徴  ユユユユニニニニッッッットトトト型型型型  
（（（（ななななののののりりりりのののの杜杜杜杜・・・・里里里里））））  

・・入入居居一一時時金金ななどどはは必必要要あありりまませせんん。。 

・・収収入入・・介介護護度度にによよっってて料料金金がが異異ななりりまますす。。 

（（ 例例：：介介護護度度４４、、所所得得段段階階２２のの場場合合、、月月額額 約約 6688,,000000円円 ）） 

※※詳詳ししいい内内容容・・料料金金はは、、おお問問合合せせくくだだささいい。。 

利利用用料料金金ににつついいてて 

介介護護度度３３のの方方もも、、歓歓迎迎 
※※ 申申込込順順ででははあありりまませせんん。。 
状状況況にによよりり、、入入居居をを見見送送るる場場合合ががあありりまますす。。 

現現在在、、ユユニニッットト型型個個室室 
入入居居がが可可能能でですす。。 

 

早早めめのの 



 
緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （４）

社社交交ダダンンスス 始始めめててみみまませせんんかか？？

楽楽ししくく踊踊っってて、、足足腰腰丈丈夫夫にに！！ 老老化化防防止止ややリリフフレレッッシシュュにに！！ 

どどななたたででもも踊踊れれまますす。。 
おお気気軽軽ににどどーーぞぞ。。 

心心心心もももも体体体体もももも元元元元気気気気ハハハハツツツツララララツツツツ！！！！

初初めめててのの方方ででもも大大丈丈夫夫。。踊踊れれまますす！！ 

見見見見学学学学自自自自由由由由！！！！  

山山留留ささんん 
松松園園方方面面→→ 

ＰＰ 

ママルルイイチチささんん 

緑緑がが丘丘 33--1199--1133    駐駐車車場場有有りりまますす  定定休休日日：：日日曜曜日日 
月月～～金金  1111：：0000～～2211：：0000  土土・・祝祝  1111：：0000～～1188：：0000 

いいいいわわわわももももちちちちダダダダンンンンススススススススタタタタジジジジオオオオ  ☎☎ 001199‐‐666644‐‐00006666 

正正正正ししししいいいい姿姿姿姿勢勢勢勢でででで

悪悪いい姿姿勢勢はは万万病病ののももとと 

風風ととａａｏｏのの美美容容室室髪が、心地よく風になびく……
自分らしいことに気づく瞬間です。

緑緑がが丘丘ヒヒルルズズ入入口口。。 
tteell  001199--668811--44330022  

定定休休日日はは月月曜曜。。不不定定休休あありりまますす。。

営営業業時時間間 火火～～土土 1100::0000～～2200::0000 
日日・・祝祝 1100::0000～～1188::0000

詳しくはホームページをどうぞ

メール y.nakadate@outlook.jp
LINE@  @ｉｓａ7399

①①
歯歯
ぐぐ
きき
をを
切切
開開
しし
、、
親親
知知
らら
ずず
をを
抜抜
くく
とと
きき

のの
妨妨
げげ
にに
なな
るる
骨骨
をを
最最
小小
限限
削削
りり
まま
すす
。。 

②②
歯歯
をを
削削
るる
ババ
ーー
でで
、、
親親
知知
らら
ずず
のの
頭頭
をを
削削
っっ

てて
分分
割割
しし
まま
すす
。。 

③③
歯歯
根根
をを
ゆゆ
すす
っっ
てて
、、
親親
知知
らら
ずず
をを
脱脱
臼臼
ささ
せせ
、、

そそ
っっ
とと
引引
っっ
張張
りり
出出
しし
まま
すす
。。 

④④
炎炎
症症
でで
汚汚
れれ
たた
組組
織織
をを
除除
去去
しし
、、
洗洗
浄浄
しし
てて

縫縫
合合
しし
、、
治治
療療
終終
了了
でで
すす
。。 

続続
いい
てて
抜抜
いい
たた
後後
のの
経経
過過
でで
すす
。。 

①①
術術
後後
当当
日日 

骨骨
かか
らら
ジジ
ワワ
ジジ
ワワ
とと
血血
がが
染染
みみ

出出
てて
溜溜
まま
りり
まま
すす
。。 

②②
翌翌
日日 

 
 

血血
がが
固固
まま
っっ
てて
、、
血血
餅餅
（（
ゼゼ
リリ

ーー
状状
））
にに
なな
りり
、、
むむ
きき
出出
しし
のの
骨骨
をを
守守
りり
まま
すす
。。 

③③
２２
週週
間間 

 

穴穴
のの
上上
がが
粘粘
膜膜
でで
ふふ
ささ
がが
りり
、、

下下
かか
らら
はは
新新
しし
いい
骨骨
がが
出出
てて
きき
まま
すす
。。 

④④
３３
カカ
月月 

 

まま
だだ
骨骨
はは
軟軟
らら
かか
いい
でで
すす
がが
、、

増増
ええ
たた
骨骨
でで
穴穴
がが
ふふ
ささ
がが
りり
まま
すす
。。 

以以
上上
がが
抜抜
歯歯
のの
流流
れれ
にに
なな
りり
まま
すす
。。 

たた
だだ
しし
、、
強強
いい
炎炎
症症
がが
起起
きき
てて
いい
るる
最最
中中
のの
抜抜

歯歯
はは
ＮＮ
ＧＧ
でで
すす
。。 

親親
知知
らら
ずず
はは
放放
置置
せせ
ずず
、、
早早
めめ
のの
抜抜
歯歯
をを
おお
スス

スス
メメ
しし
まま
すす
。。 

（（
ざざ
いい
もも
くく
ちち
ょょ
うう
歯歯
科科 

大大
柏柏 

朱朱
里里
）） 

今今
回回
はは
、、
院院
長長
かか
らら
引引
きき
継継
いい
でで
大大
柏柏
がが
担担
当当

しし
まま
すす
。。 

はは
じじ
めめ
まま
しし
てて
。。「「
ざざ
いい
もも
くく
ちち
ょょ
うう
歯歯
科科
」」
のの

歯歯
科科
衛衛
生生
士士
・・
大大
柏柏
（（
おお
おお
かか
しし
わわ
））
でで
すす
。。 

出出
身身
はは
岩岩
泉泉
町町
でで
すす
。。
星星
座座
はは
「「
みみ
ずず
がが
めめ
座座
」」

でで
血血
液液
型型
はは
ＢＢ
型型
でで
すす
。。
座座
右右
のの
銘銘
はは
「「
七七
転転
びび

八八
起起
きき
」」、、
娘娘
のの
写写
真真
をを
撮撮
るる
ここ
とと
がが
趣趣
味味
でで
すす
。。 

ささ
てて
、、
前前
回回
にに
引引
きき
続続
きき
「「
親親
知知
らら
ずず
」」
にに
つつ

いい
てて
、、
どど
んん
なな
ふふ
うう
にに
抜抜
くく
？？
どど
んん
なな
ふふ
うう
にに
治治

るる
？？
にに
つつ
いい
てて
、、
おお
話話
しし
まま
すす
。。 

親親
知知
らら
ずず
をを
抜抜
くく
のの
はは
大大
変変
だだ
っっ
たた
方方
、、
知知
人人

がが
抜抜
いい
てて
辛辛
そそ
うう
だだ
っっ
たた
なな
どど
のの
話話
しし
をを
聞聞
いい
たた

ここ
とと
がが
ああ
るる
かか
とと
思思
いい
まま
すす
。。
でで
はは
、、
実実
際際
にに
はは
、、

どど
のの
様様
にに
抜抜
いい
てて
いい
くく
のの
かか
をを
書書
きき
まま
すす
。。 

  

第第
５５
回回 

「「
親親
知知
らら
ずず
」」
のの
抜抜
きき
方方

豆豆豆豆
知知知知
識識識識  

歯歯歯歯
のののの
健健健健
康康康康  

連連
載載 

歯科衛生士・
大柏さん

前前
略略 

夏夏
、、
真真
っっ
盛盛
りり
でで
すす
ねね
。。
暑暑
いい
暑暑
いい
。。 

ささ
てて
、、
広広
告告
をを
出出
しし
てて
いい
たた
だだ
くく
とと
、、「「
ああ
のの
新新
聞聞
にに
広広
告告

をを
出出
しし
てて
いい
るる
店店
・・
会会
社社
なな
んん
だだ
ああ
」」
とと
読読
者者
にに
認認
知知
ささ
れれ

るる
「「
効効
果果
」」
はは
ああ
りり
まま
すす
。。 

広広
告告
をを
出出
しし
てて
、、
商商
売売
にに
はは
ずず
みみ
をを
つつ
けけ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。 

広広
告告
、、
おお
待待
ちち
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

広広告告募募集集

第７６話     細細胞胞分分裂裂 

急急ににＤＤＮＮＡＡやや染染色色体体のの話話ののよよううでですすがが、、人人がが産産ままれれるるままででにに

おお腹腹のの中中でで細細胞胞分分裂裂をを繰繰りり返返ししてて大大ききくくななりりまますすがが、、受受精精後後にに

何何度度目目かかのの分分裂裂ままでではは、、「「脳脳とと髪髪とと肌肌」」はは同同じじ細細胞胞にに存存在在すするる

とと聞聞いいたたここととががあありりまますす。。（（間間違違っってていいるる場場合合ははどどななたたかか教教ええ

ててくくだだささいい。。）） 

要要はは、、脳脳でで感感じじるるここととはは、、髪髪やや肌肌にに直直結結ししてていいてて反反応応がが出出やや

すすいいとと言言ううここととでですす。。 

円円形形脱脱毛毛症症やや肌肌荒荒れれななどど、、脳脳ががスストトレレススをを感感じじるるとと反反応応がが出出

るるとと言言ううここととででししょょうう。。 

ももちちろろんん酷酷いい場場合合ははそそのの患患部部にに直直接接的的にに何何かかのの処処置置はは必必要要

だだとと思思いいまますすがが、、脳脳がが感感じじるるとと言言ううここととででああれればば、、根根本本的的ににそそ

のの問問題題をを考考ええてて解解決決すするるこことともも必必要要ににななるるとと言言ううここととででししょょ

うう。。 

最最近近でではは脳脳のの伝伝達達をを遮遮るる薬薬ななんんかかももああっってて、、化化学学とと言言ううののはは

凄凄いいここととだだななとと、、たただだたただだ感感心心すするるばばかかりり。。 

カカリリススママ美美容容師師ののエエッッセセーー 

知知知知っっっったたたたらららら優優優優ししししくくくくししししちちちちゃゃゃゃうううう髪髪髪髪ののののこここことととと  

髪と頭皮と

私

2010 年ＨＩＫＡＲＩ
ＣＵＰグランプリ・
ジャーナル賞、2012
年ミルボン・デザイ
ナーズアビリティー
最高賞、2018 年ジャ
パンへアドレッシン
グ・アワード北海
道・東北エリア・ノ
ミネートなど。

中中舘舘 弥弥寿寿夫夫 ささんん 

膏膏
のの
下下
、、
肓肓
のの
上上 

医医
緩緩
（（
いい
かか
んん
））
はは
中中
国国
のの
春春
秋秋
時時
代代

のの
医医
療療
家家
でで
すす
。。 

ああ
るる
時時
、、
晋晋
のの
国国
のの
王王
でで
ああ
るる
景景
公公
がが

病病
にに
倒倒
れれ
まま
しし
たた
。。 

晋晋
にに
はは
王王
をを
治治
療療
でで
きき
るる
医医
者者
がが
おお

らら
ずず
、、
秦秦
のの
国国
にに
医医
者者
のの
派派
遣遣
をを
求求
めめ
まま

しし
たた
。。 

秦秦
はは
ここ
れれ
をを
受受
けけ
、、
医医
緩緩
（（
いい
かか
んん
））

をを
遣遣
わわ
しし
まま
しし
たた
。。 

景景
公公
にに
取取
りり
憑憑
いい
たた
病病
はは
、、
名名
医医
でで
知知

らら
れれ
るる
医医
緩緩
がが
来来
るる
ここ
とと
をを
知知
っっ
てて
驚驚

きき
、、
ここ
れれ
はは
大大
変変
だだ
とと
二二
人人
のの
童童
子子
とと
なな

っっ
てて
景景
公公
のの
夢夢
にに
現現
れれ
まま
しし
たた
。。 

童童
子子
のの
一一
人人
はは
景景
公公
のの
体体
のの
「「
膏膏
（（
ここ

うう
））
」」
のの
下下
にに
隠隠
れれ
、、
もも
うう
一一
人人
はは
「「
肓肓

（（
ここ
うう
））」」
のの
上上
にに
隠隠
れれ
たた
のの
でで
すす
。。 

病病
膏膏
肓肓
（（
ここ
うう
ここ
うう
））
にに
入入
るる 

景景
公公
はは
ここ
のの
夢夢
のの
内内
容容
をを
、、
晋晋
にに
到到

着着
しし
たた
医医
緩緩
（（
いい
かか
んん
））
にに
伝伝
ええ
まま
しし

たた
。。 医医

緩緩
がが
景景
公公
をを
診診
察察
しし
たた
とと
ここ
ろろ
、、

医医
緩緩
はは
「「
病病
はは
膏膏
のの
下下
、、
肓肓
のの
上上
にに
ああ

るる
。。
ここ
れれ
でで
はは
王王
のの
治治
療療
はは
でで
きき
なな

いい
」」
とと
言言
っっ
てて
、、
景景
公公
のの
治治
療療
をを
しし
まま

せせ
んん
でで
しし
たた
。。 

景景
公公
はは
医医
緩緩
にに
厚厚
くく
礼礼
をを
しし
てて
、、
秦秦

にに
返返
しし
まま
しし
たた
。。 

ここ
のの
ここ
とと
かか
らら
、、
医医
者者
のの
手手
のの
施施
しし

よよ
うう
のの
なな
いい
重重
病病
にに
なな
っっ
たた
ここ
とと
をを

「「
病病
膏膏
肓肓
にに
入入
るる
（（
やや
まま
いい
ここ
うう
ここ
うう

にに
いい
るる
））
」」
とと
いい
わわ
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
りり

まま
しし
たた
。。 

現現
代代
でで
もも
「「
膏膏
肓肓
（（
ここ
うう
ここ
うう
））」」

とと
いい
うう
経経
穴穴
（（
ツツ
ボボ
））
はは
背背
中中
にに
ああ
っっ

てて
、、
ああ
らら
ゆゆ
るる
病病
気気
をを
治治
すす
とと
いい
わわ
れれ

まま
すす
。。 

私私
もも
治治
療療
のの
際際
にに
はは
必必
ずず
用用
いい
てて

大大
切切
にに
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

第第 5555 話話  中中国国名名医医伝伝（（医医緩緩編編）） 

佐佐々々木木
さ さ き

 正正人人
まさひと

 先先生生 

鍼灸師 鍼灸ささき・院長。
高松で鍼灸治療院を開いて
います。岩手県トライアスロン
協会事務局長もされています。

佐佐 々々木木先先生生ののひひととくくちちココララムム佐佐佐佐 々々々々々木木木木木先先先先先生生生生生のののののひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひととととととととととととととととととととくくくくくくくくくくくくくちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちコココココココココココココココラララララララララララララララ

東東洋洋医医学学のの話話 

体体ののパパワワーーススポポッットト 
いいかかんん 

丘丘丘丘のののの上上上上百百百百景景景景  

出出
勤勤
のの
途途
中中
、、
高高
松松
ああ
たた
りり
かか
らら
見見
たた
朝朝
のの
景景
色色
でで
すす
。。 

山山
のの
上上
のの
雲雲
がが
印印
象象
にに
残残
りり
まま
しし
たた
。。 

遠遠
くく
にに
見見
ええ
るる
山山
はは
、、
東東
根根
山山
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

（（
ＥＥ
・・
ＡＡ
ささ
んん
かか
らら
おお
送送
りり
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
。。）） 

今は、チャチャチャを練習中です。

「ツー、スリー、チャチャチャ♪」と言いながら踊れるるよよううにに 

頑張っていま～す♪

今は、チャチャチャを練習中です。

「ツー、スリー、チャチャチャ♪」と言いながら踊れ

頑張っていま～す♪

今今年年度度かからら木木曜曜日日ににおお引引越越ししのの当当ククララブブ。。 

土土曜曜日日のの雰雰囲囲気気ととはは違違っってて、、セセンンタターーのの中中はは学学校校帰帰りりのの子子供供達達でで

大大ににぎぎわわいい。。 

見見るるここととががななかかっったた社社交交ダダンンススククララブブがが気気ににななりり、、ののぞぞききにに来来るる

子子ももいいたたりりとと、、ににぎぎややかかでですす。。 

初初日日、、名名簿簿をを見見るるとと３３名名……ででししたたがが、、ククララブブがが始始ままるるとと

「「おお試試ししでで」」とと言言いいななががらら参参加加ししててくくるる子子ももいいてて、、 

現現在在１１００名名くくららいいでで活活動動中中でですす。。５５月月１１８８日日ススタターートトでで

隔隔週週ななののでで、、ままだだ数数回回ししかか活活動動ししてていいまませせんんがが、、「「踊踊るるよよ

ーー！！」」とと言言ううとと、、すすぐぐにに、、おお友友達達同同士士でで手手ををととりり合合いいまますす。。
「「手手ををととるる」」っってて、、ととててもも大大事事ななここととななんんでですすよよ！！ 
（（手手ををつつななぐぐ……感感じじるる、、伝伝わわるる、、つつななががるる）） 

ままままだだだだままままだだだだ募募募募集集集集中中中中でででですすすす！！！！    学学学学校校校校帰帰帰帰りりりりにににに踊踊踊踊ろろろろうううう！！！！！！！！  

緑が丘でダンス教室を開いている
「いわもちダンス・スタジオ」さん
のダンスにまつわるコラムです。

社社社社交交交交ダダダダンンンンススススのの話話  

）） 緑緑がが丘丘児児童童セセンンタターー 
第第 5566 話話  キキキキッッッッズズズズ  ☆☆☆☆  社社社社交交交交ダダダダンンンンスススス  ククククララララブブブブ   

今今今今年年年年度度度度  ススススタタタターーーートトトトししししままままししししたたたた！！！！ 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

「「
腐腐
心心
（（
ふふ
しし
んん
））」」
とと
いい
うう
言言
葉葉
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

心心
がが
腐腐
りり
そそ
うう
なな
くく
らら
いい
「「
心心
をを
砕砕
くく
」」
とと
いい
うう
ここ
とと

でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

相相
手手
のの
心心
をを
引引
きき
つつ
けけ
るる
たた
めめ
にに
腐腐
心心
しし
まま
すす
。。 

好好
きき
なな
人人
にに
「「
シシ
ツツ
ココ
イイ
（（
失失
恋恋
））
人人
だだ
とと
嫌嫌
がが
らら
れれ

てて
いい
なな
いい
かか
？？
」」
とと
気気
にに
なな
りり
まま
すす
。。 

話話
はは
変変
わわ
っっ
てて
、、
最最
近近
、、
よよ
くく
目目
にに
すす
るる
言言
葉葉
がが
ああ
りり

まま
すす
。。 

「「
ママ
ウウ
ンン
トト
をを
取取
るる
」」 

「「
ママ
ウウ
ンン
トト
」」
はは
「「mm

oouu
nn
tt

」」
でで
、、
英英
語語
でで
「「
山山
」」
のの
ここ

とと
。。「「
登登
るる
」」、、「「
まま
たた
がが
るる
」」
とと
いい
うう
意意
味味
。。 

転転
じじ
てて
、、
他他
人人
よよ
りり
優優
位位
にに
立立
とと
うう
とと
すす
るる
行行
いい
をを
「「
ママ

ウウ
ンン
トト
をを
取取
るる
」」
とと
言言
いい
まま
すす
。。
自自
分分
のの
優優
位位
性性
をを
アア
ピピ

ーー
ルル
すす
るる
ここ
とと
。。
たた
とと
ええ
ばば
、、
自自
分分
のの
容容
姿姿
なな
どど
をを
自自
慢慢

げげ
にに
話話
すす
なな
どど
。。
ここ
れれ
はは
鼻鼻
持持
ちち
なな
らら
なな
いい
。。 

「「
ああ
のの
人人
、、
ママ
ウウ
ンン
トト
をを
取取
っっ
てて
いい
るる
」」
とと
他他
人人
様様
にに

揶揶
揄揄
ささ
れれ
るる
次次
第第
とと
なな
りり
まま
すす
。。 

  

とと
ここ
ろろ
でで
、、
人人
はは
誰誰
しし
もも
、、
自自
分分
がが
可可
愛愛
いい
のの
でで
すす
。。 

自自
分分
をを
否否
定定
しし
てて
はは
生生
きき
てて
行行
けけ
なな
いい
存存
在在
でで
すす
。。 

なな
のの
でで
、、
誰誰
しし
もも
「「
ママ
ウウ
ンン
トト
」」
をを
取取
ろろ
うう
とと
すす
るる
。。 

つつ
まま
りり
、、
自自
分分
はは
正正
しし
いい
。。
いい
つつ
でで
もも
自自
分分
がが
優優
れれ
てて

いい
るる
。。
なな
のの
でで
、、
他他
人人
にに
認認
めめ
らら
れれ
たた
いい
。。
つつ
いい
つつ
いい
、、

自自
分分
をを
自自
慢慢
すす
るる
。。 

しし
かか
しし
、、
他他
人人
様様
にに
自自
慢慢
すす
るる
以以
前前
にに
、、「「
自自
分分
はは
、、
どど

んん
だだ
けけ
幸幸
せせ
なな
んん
だだ
ろろ
うう
」」
とと
思思
ええ
たた
らら
、、
敢敢
ええ
てて
他他
人人

様様
にに
向向
かか
っっ
てて
「「
ママ
ウウ
ンン
トト
」」
をを
取取
ろろ
うう
とと
しし
なな
いい
はは
ずず
。。

そそ
れれ
なな
のの
にに
「「
ママ
ウウ
ンン
トト
」」
をを
取取
るる
とと
いい
うう
ここ
とと
はは
、、
自自

分分
にに
自自
信信
がが
無無
いい
証証
拠拠
でで
すす
。。 

昔昔
、、
ここ
んん
なな
唄唄
がが
流流
行行
りり
まま
しし
たた
。。 

♪♪ 
男男
とと
女女
のの
間間
にに
はは 

深深
くく
てて
暗暗
いい
河河
がが
ああ
るる
～～ 

不不
倫倫
話話
はは
、、
古古
今今
東東
西西
のの
小小
説説
にに
盛盛
んん
にに
描描
かか
れれ
まま
すす
。。 

平平
穏穏
なな
日日
々々
をを
送送
っっ
てて
いい
たた
男男
女女
のの
間間
にに
若若
いい
女女
性性
がが

出出
現現
しし
てて
、、
ヤヤ
ババ
いい
出出
来来
事事
がが
起起
ここ
るる
。。
そそ
しし
てて
、、
男男
とと

女女
のの
間間
にに
ああ
るる
「「
深深
くく
てて
暗暗
いい
河河
」」
にに
呑呑
みみ
込込
まま
れれ
るる
。。 

奥奥
ささ
んん
はは
、、
旦旦
那那
のの
ババ
カカ
ささ
加加
減減
にに
うう
んん
ざざ
りり
しし
、、
旦旦

那那
のの
ほほ
うう
もも
、、
男男
のの
ササ
ガガ
のの
せせ
いい
でで
若若
いい
女女
にに
シシ
ッッ
ポポ
をを

振振
るる
始始
末末
。。
大大
いい
にに
笑笑
ええ
まま
すす
。。
しし
かか
しし
、、
若若
いい
女女
のの
所所

業業
はは
、、
見見
方方
をを
変変
ええ
れれ
ばば
、、
頼頼
りり
なな
いい
男男
とと
女女
にに
向向
かか
っっ

てて
「「
ママ
ウウ
ンン
トト
」」
をを
取取
っっ
てて
いい
るる
のの
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
よよ
。。 

女女
とと
男男
はは
性性
質質
がが
違違
いい
まま
すす
。。
子子
どど
もも
をを
産産
みみ
育育
てて
るる

ここ
とと
にに
由由
来来
すす
るる
かか
とと
思思
わわ
れれ
まま
すす
。。
そそ
のの
二二
人人
がが
「「
深深

いい
河河
」」
をを
漕漕
ぎぎ
寄寄
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
とと
しし
たた
らら
、、
そそ
れれ
はは
、、

一一
方方
がが
「「
目目
覚覚
めめ
たた
」」
とと
きき
でで
すす
。。「「
目目
覚覚
めめ
たた
」」
とと
はは
、、

「「
ここ
のの
人人
にに
違違
いい
なな
いい
」」
とと
思思
ええ
たた
時時
のの
ここ
とと
でで
すす
。。 

そそ
うう
でで
すす
。。「「
ここ
のの
人人
にに
違違
いい
なな
いい
！！
」」
とと
思思
ええ
るる
人人
にに

偶偶
然然
にに
出出
会会
ええ
たた
時時
にに
、、
やや
っっ
とと
目目
覚覚
めめ
るる
。。
なな
んん
てて
ねね
。。 

 

（５）

高高前前田田 博博子子ささんん 
 

『『岩岩手手日日報報随随筆筆賞賞』』 
最最優優秀秀賞賞をを受受賞賞。。 
雫雫石石町町在在住住。。 

「日日是好日（にちにちこれこうじつ）」とは、「毎日が
素晴らしい」という意味です。あるときは庭の花を愛で、
あるときはホントに誰かに恋をして。「日日是好日」にな
ぞらえて、高前田博子さんが綴ってくれます。（編集室）日日日日日日日日是是是是恋恋日日日日 

  

））
高高前前田田 博博子子ささんんのの 「「想想いい出出エエッッセセーー」」 

第第２２９９話話   橋橋

母母
にに
知知
らら
せせ
よよ
うう
とと
思思
っっ
たた
がが
、、
黙黙
っっ
てて
いい
たた
方方
がが
いい
いい
よよ
うう

なな
気気
がが
しし
たた
。。 

次次
のの
日日
、、
赤赤
んん
坊坊
をを
背背
中中
にに
括括
（（
くく
くく
））
りり
付付
けけ
たた
女女
性性
がが
涙涙

声声
でで
話話
しし
てて
いい
たた
。。 

「「
いい
つつ
もも
、、
ここ
ちち
らら
にに
おお
じじ
ゃゃ
まま
しし
てて
いい
たた
みみ
たた
いい
でで
すす
ねね
」」 

母母
はは
何何
もも
答答
ええ
なな
かか
っっ
たた
。。 

「「
馴馴
染染
のの
女女
性性
がが
いい
たた
んん
でで
すす
かか
」」 

母母
はは
自自
分分
とと
ああ
まま
りり
年年
のの
違違
いい
のの
なな
いい
女女
性性
のの
肩肩
をを
抱抱
きき
、、
何何

かか
おお
いい
しし
いい
物物
をを
とと
おお
金金
をを
差差
しし
出出
しし
たた
。。 

女女
性性
がが
帰帰
っっ
たた
後後
にに
母母
はは
、、 

「「
幸幸
枝枝
っっ
たた
らら
。。
駆駆
落落
ちち
だだ
よよ
。。
全全
くく
……
」」 

仲仲
間間
のの
二二
人人
のの
女女
性性
はは
、、
幸幸
枝枝
ささ
んん
のの
荷荷
物物
がが
無無
くく
なな
っっ
てて
いい

るる
とと
母母
にに
告告
げげ
たた
。。 

男男
とと
女女
がが
手手
にに
手手
をを
取取
っっ
てて
橋橋
をを
渡渡
っっ
てて
行行
くく
のの
がが
駆駆
けけ
落落

ちち
、、
とと
子子
供供
のの
私私
はは
思思
っっ
たた
。。
そそ
のの
時時
かか
らら
、、
密密
かか
にに
名名
付付
けけ
たた

「「
恋恋
人人
橋橋
」」
をを
「「
駆駆
けけ
落落
ちち
橋橋
」」
にに
変変
ええ
たた
。。
もも
うう
、、
ここ
のの
橋橋
でで

石石
蹴蹴
りり
はは
やや
めめ
よよ
うう
とと
思思
っっ
たた
。。
友友
達達
よよ
りり
何何
んん
だだ
かか
大大
人人
にに
なな

っっ
たた
気気
がが
しし
たた
。。 

子子
供供
のの
頃頃
のの
思思
いい
出出
かか
らら
我我
にに
返返
っっ
たた
。。 

「「
鶴鶴
のの
舞舞
橋橋
」」
をを
渡渡
るる
とと
長長
生生
きき
すす
るる
とと
ああ
るる
。。
だだ
っっ
たた
らら
、、

子子
どど
もも
のの
頃頃
のの
「「
神神
明明
橋橋
」」
はは
どど
んん
なな
謂謂
（（
いい
わわ
））
れれ
がが
ああ
るる
のの

かか
知知
りり
たた
くく
なな
っっ
たた
。。 

「「
神神
明明
」」
のの
意意
味味
はは
解解
っっ
たた
。。「「
神神
のの
よよ
うう
なな
明明
らら
かか
なな
徳徳
。。
人人

のの
心心
・・
精精
神神
。。
祭祭
神神
とと
しし
てて
のの
天天
照照
大大
神神
のの
特特
称称
」」
なな
どど
とと
辞辞
書書

にに
ああ
るる
。。「「
鶴鶴
のの
舞舞
橋橋
」」
をを
渡渡
っっ
たた
私私
はは
果果
たた
しし
てて
長長
生生
きき
出出
きき
るる

だだ
ろろ
うう
かか
。。 

厳厳
（（
おお
ごご
そそ
））
かか
なな
名名
のの
「「
神神
明明
橋橋
」」
をを
二二
人人
でで
渡渡
っっ
たた
幸幸
枝枝

ささ
んん
とと
川川
崎崎
ささ
んん
はは
どど
んん
なな
人人
生生
をを
送送
っっ
たた
かか
とと
、、
ふふ
とと
思思
っっ
たた
。。 

  

店店
にに
はは
、、
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
、、
小小
上上
がが
りり
二二
階階
にに
はは
二二
部部
屋屋
ああ
っっ
たた
。。 

店店
にに
居居
るる
とと
きき
はは
勿勿
論論
だだ
がが
、、
帰帰
りり
しし
なな
のの
見見
送送
りり
をを
大大
事事
にに

とと
いい
うう
のの
がが
母母
のの
口口
癖癖
だだ
。。
客客
がが
帰帰
るる
とと
きき
、、
いい
かか
にに
もも
名名
残残
りり

惜惜
しし
げげ
なな
顔顔
をを
すす
るる
。。 

「「
今今
日日
はは
楽楽
しし
かか
っっ
たた
。。
今今
度度
いい
つつ
来来
てて
くく
れれ
るる
のの
」」 

ささ
りり
げげ
なな
くく
次次
のの
約約
束束
をを
すす
るる
のの
がが
ココ
ツツ
とと
続続
けけ
るる
。。 

見見
てて
いい
るる
とと
、、
見見
送送
りり
にに
もも
二二
通通
りり
ああ
るる
とと
気気
付付
いい
たた
。。 

たた
いい
てて
いい
はは
、、
母母
のの
言言
いい
付付
けけ
通通
りり
、、
玄玄
関関
でで
名名
残残
りり
惜惜
しし
げげ

にに
頭頭
をを
下下
げげ
るる
。。
ごご
くく
稀稀
にに
、、
寄寄
りり
添添
いい
橋橋
のの
袂袂
（（
たた
もも
とと
））
でで

話話
しし
込込
んん
でで
いい
るる
。。
恋恋
人人
同同
士士
のの
よよ
うう
だだ
。。 

川川
崎崎
ささ
んん
とと
いい
うう
三三
十十
代代
のの
客客
とと
幸幸
枝枝
ささ
んん
はは
橋橋
のの
上上
にに
、、
よよ

くく
佇佇
（（
たた
たた
ずず
））
んん
でで
いい
たた
。。
月月
のの
光光
でで
影影
がが
重重
なな
りり
美美
しし
くく
見見

ええ
たた
。。
映映
画画
のの
シシ
ーー
ンン
のの
よよ
うう
だだ
っっ
たた
。。
私私
はは
神神
明明
橋橋
をを
密密
かか
にに

「「
恋恋
人人
橋橋
」」
とと
名名
付付
けけ
たた
。。
おお
ぼぼ
ろろ
げげ
にに
男男
女女
のの
営営
みみ
がが
解解
っっ
てて

いい
るる
私私
はは
顔顔
がが
火火
照照
（（
ほほ
てて
））
るる
感感
じじ
がが
しし
たた
。。 

昼昼
間間
、、
私私
はは
友友
達達
とと
石石
蹴蹴
（（
いい
しし
けけ
））
りり
をを
すす
るる
。。
同同
じじ
橋橋
なな

のの
にに
、、
夜夜
のの
橋橋
とと
はは
趣趣
（（
おお
もも
むむ
））
きき
がが
違違
うう
。。 

ここ
のの
辺辺
りり
でで
幸幸
枝枝
ささ
んん
とと
客客
のの
川川
崎崎
ささ
んん
がが
抱抱
きき
ああ
っっ
てて
いい
たた

とと
思思
いい
起起
ここ
すす
。。
暗暗
がが
りり
でで
男男
女女
のの
囁囁
（（
ささ
ささ
やや
））
きき
がが
すす
るる
夜夜

のの
橋橋
のの
方方
がが
好好
きき
だだ
っっ
たた
。。 

「「
どど
うう
しし
たた
のの
」」 

ぼぼ
んん
やや
りり
しし
てて
いい
るる
私私
をを
見見
てて
、、
友友
達達
はは
不不
思思
議議
そそ
うう
にに
首首
をを

傾傾
げげ
たた
。。
何何
でで
もも
なな
いい
ふふ
りり
をを
しし
てて
私私
はは
躍躍
起起
にに
なな
っっ
てて
石石
をを
蹴蹴

っっ
たた
。。 

一一
カカ
月月
ほほ
どど
しし
てて
、、
寝寝
付付
かか
れれ
なな
くく
てて
何何
げげ
なな
くく
外外
をを
私私
はは
見見

てて
いい
たた
。。
川川
崎崎
ささ
んん
をを
見見
送送
りり
にに
出出
たた
幸幸
枝枝
ささ
んん
はは
足足
早早
にに
橋橋
をを

渡渡
っっ
てて
行行
っっ
たた
。。
やや
がが
てて
二二
人人
はは
見見
ええ
なな
くく
なな
っっ
たた
。。 

不不
思思
議議
なな
気気
持持
でで
眺眺
めめ
てて
いい
たた
。。 

好好
物物
のの
ぶぶ
どど
うう
・・
スス
チチ
ュュ
ーー
ベベ
ンン
をを
求求
めめ
てて
青青
森森
のの
鶴鶴
田田
（（
つつ

るる
たた
））
町町
にに
向向
かか
っっ
たた
。。
日日
本本
一一
のの
生生
産産
とと
ああ
るる
。。 

他他
にに
もも
日日
本本
一一
がが
ああ
りり
立立
寄寄
っっ
たた
。。「「
鶴鶴
（（
つつ
るる
））
のの
舞舞
橋橋
（（
まま

いい
はは
しし
））」」
だだ
。。
木木
造造
三三
連連
太太
鼓鼓
橋橋
でで
三三
〇〇
〇〇
メメ
ーー
トト
ルル
とと
長長
いい
。。

今今
でで
はは
木木
造造
のの
橋橋
をを
ほほ
とと
んん
どど
見見
かか
けけ
なな
いい
。。 

子子
供供
のの
頃頃
、、
家家
のの
側側
にに
ああ
っっ
たた
木木
造造
のの
橋橋
がが
鮮鮮
明明
にに
思思
いい
出出
ささ

れれ
たた
。。
橋橋
のの
名名
はは
「「
神神
明明
橋橋
（（
しし
んん
めめ
いい
ばば
しし
））」」
とと
言言
っっ
たた
。。
外外

遊遊
びび
はは
ああ
まま
りり
しし
なな
かか
っっ
たた
がが
、、
時時
折折
、、
橋橋
のの
上上
でで
石石
蹴蹴
（（
いい
しし

けけ
））
りり
をを
しし
たた
。。
今今
夜夜
はは
どど
んん
なな
客客
がが
橋橋
をを
渡渡
っっ
てて
来来
るる
かか
とと
子子

供供
心心
にに
気気
にに
なな
っっ
たた
。。 

七七
歳歳
のの
頃頃
だだ
っっ
たた
。。
母母
はは
酒酒
場場
をを
やや
っっ
てて
いい
てて
三三
人人
のの
若若
いい
女女

性性
がが
住住
みみ
込込
みみ
でで
働働
いい
てて
いい
たた
。。
地地
元元
のの
人人
達達
でで
はは
なな
かか
っっ
たた
。。

どど
ここ
かか
らら
どど
うう
やや
っっ
てて
来来
たた
のの
かか
解解
らら
なな
いい
。。 

晩晩
にに
なな
るる
とと
、、
彼彼
女女
達達
をを
目目
当当
てて
にに
客客
達達
がが
暖暖
簾簾
をを
潜潜
るる
。。 

三三
人人
のの
中中
でで
幸幸
枝枝
ささ
んん
とと
言言
うう
女女
性性
がが
一一
番番
もも
てて
たた
。。
小小
柄柄
でで

色色
白白
でで
子子
供供
のの
私私
かか
らら
見見
てて
もも
可可
愛愛
かか
っっ
たた
。。
中中
にに
はは
母母
をを
目目
当当

てて
のの
客客
もも
いい
たた
。。
そそ
んん
なな
客客
はは
私私
にに
小小
遣遣
いい
をを
くく
れれ
たた
りり
、、
菓菓
子子

をを
買買
っっ
てて
来来
てて
くく
れれ
たた
りり
しし
たた
。。
嬉嬉
しし
いい
よよ
うう
なな
、、
ちち
ょょ
っっ
とと
憂憂

鬱鬱
（（
ゆゆ
うう
うう
つつ
））
なな
よよ
うう
なな
気気
分分
だだ
っっ
たた
。。 

連連載載 

第第 9922 話話  ＧＧＷＷののははざざままにに・・・・・・ 

日日帰帰りりででププチチ旅旅行行にに行行っっててききままししたた♪♪ 

最最初初のの目目的的地地はは【【たたららふふくく】】ささんんのの中中華華そそばば。。透透きき通通っったたススーーププににかかななりりのの量量

のの麺麺((>>__<<))。。ここれれはは食食べべれれるるかか？？とと思思っったたののでですすがが、、ああっっとといいうう間間にに完完食食((゜゚--゜゚)) 

そそししてて次次にに食食後後とと言言ええばばココーーヒヒーーででししょょうう！！とと向向かかっったたののはは【【異異人人館館】】 

震震災災前前はは目目のの前前がが海海ででししたたがが、、今今はは防防波波堤堤ががででききててししままいい残残念念ななががらら中中かかららはは

海海はは見見るるここととががででききまませせんんがが、、海海風風をを感感じじるるととててももいいいい場場所所ででししたた。。そそここでで食食べべ

たた甘甘夏夏パパフフェェ！！チチョョーーおおいいししいい！！ししかかもも見見たた目目もも可可愛愛いいででししょょ((>>__<<)) 

ここここかからら、、ままだだままだだままだだ、、ままだだ続続きき・・・・・・ 

浄浄土土ヶヶ浜浜にに行行きき午午後後３３時時。。ここここでで帰帰るるかかとと思思いいききやや、、 

ささすすがが本本日日のの旅旅行行ガガイイドドＡＡささんん！！ 

最最後後のの最最後後ににままたた素素敵敵ななおお店店へへ案案内内ししててくくれれ、、 

ここここだだけけははシシーーククレレッットトににししてておおききまますすがが、、 

ななんんとと濃濃いい時時間間ででししょょうう((**^̂--^̂**))

ほほんんわわかか・・・・・・ 

家家族族日日記記 
 

連載

緑が丘で保険代理店を経営している佐藤晴紀さん

の会社のみなさんの日々の出来事を紹介します。

「「
他他
山山
」」
とと
はは
他他
所所
（（
よよ
そそ
））
のの
土土
地地
。。
他他
所所
のの
土土
地地
にに
ああ

るる
質質
のの
良良
くく
なな
いい
石石
でで
ああ
っっ
てて
もも
、、
玉玉
をを
磨磨
くく
のの
にに
はは
役役
立立

つつ
。。
転転
じじ
てて
、、
他他
人人
のの
つつ
まま
らら
なな
いい
言言
行行
もも
、、
自自
分分
をを
磨磨
くく
助助

けけ
とと
なな
るる
。。
四四
書書
五五
経経
のの
ひひ
とと
つつ
『『
詩詩
経経
』』
にに
、、
「「
他他
山山
之之
石石

可可
二二
以以
攻攻
一一
レレ
玉玉
」」（（
他他
山山
のの
石石 

以以
てて
玉玉
をを
攻攻
むむ
べべ
しし
＝＝
たた
ざざ

んん
のの
いい
しし
をを
もも
っっ
てて 

たた
まま
をを
おお
ささ
むむ
べべ
しし
））
とと
ああ
るる
。。 

「「
玉玉
をを
攻攻
（（
おお
ささ
））
むむ
」」
はは
、、
「「
玉玉
をを
磨磨
くく
」」
とと
いい
うう
意意
味味

でで
、、
「「
宝宝
石石
がが
取取
れれ
なな
いい
他他
所所
のの
土土
地地
かか
らら
出出
たた
粗粗
悪悪
なな
石石
でで

もも
、、
宝宝
石石
をを
磨磨
くく
砥砥
石石
とと
しし
てて
はは
役役
にに
立立
つつ
」」
とと
のの
意意
味味
。。 

他他
人人
のの
「「
良良
くく
なな
いい
」」
言言
行行
をを
取取
りり
上上
げげ
たた
もも
のの
でで
ああ
っっ
てて
、、

「「
良良
いい
言言
行行
かか
らら
学学
ぶぶ
」」
とと
のの
意意
でで
はは
使使
わわ
れれ
まま
せせ
んん
。。
例例
ええ

ばば
、、
「「
先先
生生
のの
生生
きき
方方
をを
他他
山山
のの
石石
とと
しし
てて
・・
・・
・・
」」
はは
誤誤
用用

とと
ささ
れれ
まま
すす
。。
ここ
のの
諺諺
のの
意意
味味
はは
、、
他他
人人
のの
言言
動動
をを
、、
「「
反反
面面

教教
師師
」」
にに
しし
てて
自自
分分
をを
磨磨
くく
とと
いい
うう
ここ
とと
なな
のの
でで
、、
「「
おお
手手
本本

にに
ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ
きき
まま
すす
」」
のの
意意
図図
でで
「「
他他
山山
のの
石石
とと
ささ
せせ
てて

いい
たた
だだ
きき
まま
すす
」」
とと
使使
うう
のの
はは
失失
礼礼
にに
当当
たた
りり
まま
すす
。。 

「「
他他
山山
のの
石石
」」
はは
「「
質質
のの
良良
くく
なな
いい
石石
」」
とと
いい
うう
意意
味味
なな
のの

でで
、、
ここ
のの
諺諺
をを
「「
良良
いい
ここ
とと
をを
見見
習習
うう
」」
とと
しし
てて
使使
っっ
てて
はは
イイ

ケケ
ナナ
イイ
よよ
うう
でで
すす
。。 

ささ
てて
ささ
てて
、、
今今
、、
世世
界界
でで
起起
ここ
っっ
てて
いい
るる
出出
来来
事事
をを
「「
他他
山山

のの
石石
」」
とと
見見
るる
かか
どど
うう
かか
？？
そそ
れれ
はは
、、
人人
にに
よよ
っっ
てて
ママ
チチ
ママ
チチ

でで
しし
ょょ
うう
がが
、、
断断
然然
、、「「
他他
山山
のの
石石
」」
とと
しし
たた
いい
もも
のの
でで
すす
。。 

暴暴
力力
をを
もも
っっ
てて
庶庶
民民
をを
脅脅
すす
ここ
とと
はは
、、
「「
良良
くく
なな
いい
石石
」」
にに

違違
いい
ああ
りり
まま
せせ
んん
かか
らら
。。       

 
 
 
  

 

（（
編編
集集
室室
）） 

 
 
 
 
 

丘丘丘丘
のののの
上上上上
のののの  

第第
66
回回 

他他
山山

た

ざ

ん

のの
石石い

し ははりり灸灸 ささささきき 

鍼鍼灸灸治治療療  佐佐々々木木正正人人  

☎☎ 001199--666633--66333377 

市市立立 
図図書書館館 
 

高高松松のの池池 

国国道道４４号号線線

のの池池 

幼幼稚稚園園 

ﾊﾊﾘﾘｽｽﾄﾄｽｽ 
正正教教会会 

坂坂道道をを登登るる 

P

高高松松 11--55--44 

往往診診ででききまますす。。 

不不定定休休でですす。。 

交交通通手手段段ののなないい方方はは、、 

ごご相相談談くくだだささいい。。 

診診察察日日時時はは、、電電話話ででごご相相談談くくだだささいい。。

第第
1122
話話 

 

不不
倫倫
ママ
ウウ
ンン
トト

作家稼業の筆を折られた伊古兄ロタ
さん、「新聞を応援したい」と申して、
創作ノートからのトーク（編集室）。

近郊の神社、写り込ん
でいた有難いお姿。 女女

とと
男男
のの
交交
差差
点点伊伊

古古
兄兄 

ロロ
タタ

ロロ
ママ
ンン
チチ
ッッ
クク
・・
トト
ーー
クク

フファァミミリリーーママーートト 西西松松園園店店 

２２４４時時間間営営業業ししてていいまますす！！ 
西西松松園園１１丁丁目目１１－－１１５５ 

駄駄菓菓子子ココーーナナーー 今今年年もも開開催催ししてていいまますす 

花花火火ももあありりまますす。。 

夏夏恒恒例例。。暑暑ささをを吹吹きき飛飛ばばししててねね！！ 

   
ＰＰ

松松園園 
ババスス・・ 
タターーミミナナルル 

松松
園園
方方
面面 

四四
十十
四四
田田
ダダ
ムム

方方
面面 緑緑

がが
丘丘
方方
面面 

フファァッッシショョンン 
セセンンタターー 
ししままむむらら ささんん 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

DDDDiiiiaaaarrrryyyy 子子育育てて 
ダダダダイイイイアアアアリリリリーーーー  

新連載

（６）

連載

丘丘のの上上のの 神神神神写写真真（（66））

滝沢在住 小坂富男さんの写真集「季節のめぐり ～小岩井農場～」より 夏夏草草 （（ＣＣ））ＫＫ..ＴＴ 

TTEELL ００５５００－－３３５５７７６６－－３３１１９９２２ 

hhttttppss::////dd--bbaassee--ssppoorrttss..ccoomm// 

盛岡市緑が丘 4-1-50 アスティ 3階

 

DD--BBAASSEE ススポポーーツツ教教室室 

44 月月にに緑緑がが丘丘地地区区でで開開業業ししままししたた。。体体幹幹をを鍛鍛ええるるここととがが全全ててのの運運動動のの基基礎礎でですす。。 

アアススリリーートトをを目目指指すす方方、、健健康康をを維維持持ししたたいい方方はは、、筋筋肉肉にに刺刺激激をを送送っってて体体幹幹をを強強くくすするる

ここととがが必必要要でですす。。ケケガガをを防防ぎぎ、、将将来来へへのの伸伸びび代代をを作作るる効効果果ににつつななががりりまますす。。 

当当教教室室でではは、、体体幹幹をを鍛鍛ええるるトトレレーーニニンンググをを中中心心ににししてて、、子子どどもものの発発達達段段階階にに合合っったたププ

ロロググララムムでで、、「「運運動動神神経経ををよよくくししたたいい」」「「アアススリリーートトににななりりたたいい」」「「健健康康ででいいたたいい」」とといいうう

ニニーーズズににおお応応ええししまますす。。 

２２００１１４４・・１１６６・・１１８８年年ドドッッジジボボーールル日日本本代代表表 アアジジアア大大会会三三連連覇覇。。中中学学校校教教諭諭ととしし

てて 55000000 時時間間以以上上のの授授業業実実績績。。株株式式会会社社 DDrreeaammBBaassee 及及びび非非営営利利型型一一般般社社団団法法人人ククロロススポポ盛盛

岡岡をを設設立立。。妻妻とと娘娘（（44 歳歳））のの３３人人家家族族でですす。。 はしば たかし 

橋橋場場 駿駿士士 

体幹を鍛えるトレーニングで、

腹圧を高めて体幹周りの筋力の弱さを解消する。

体体幹幹をを強強くくししてて、、健健康康ににつつななげげるる！！ 
たたいいかかんん 

「「ポポッッココリリおおななかか」」のの解解消消！！ 

骨盤が
シッカリと
立ちます。

腹腹圧圧がが高高いい 腹腹圧圧がが低低いい 

骨盤が
横に傾いて
下腹が出る。

ケケガガををししににくくいいカカララダダにに！！ シシェェイイププアアッッププををめめざざすす！！ 

（（
ネネ
タタ
ババ
レレ
的的
感感
想想
）） 

タタ
イイ
ムム
スス
リリ
ッッ
ププ
すす
るる
前前
はは
不不
良良
だだ
っっ
たた

息息
子子
がが
、、
突突
然然
、、
ウウ
チチ
にに
帰帰
っっ
てて
来来
るる
場場
面面

がが
ああ
るる
。。
息息
子子
はは
軍軍
服服
姿姿
でで
軍軍
隊隊
にに
入入
隊隊
しし

てて
いい
てて
、、
主主
人人
公公
（（
父父
親親
））
がが
「「
目目
をを
覚覚
まま

せせ
」」
とと
諭諭
しし
てて
もも
、、
父父
のの
ここ
とと
をを
「「
非非
国国
民民
！！
」」

とと
断断
じじ
てて
、、
軍軍
刀刀
でで
切切
りり
殺殺
そそ
うう
とと
しし
まま
すす
。。

笑笑
うう
にに
笑笑
ええ
なな
いい
展展
開開
でで
すす
。。 

止止
めめ
にに
入入
るる
主主
人人
公公
のの
家家
族族
らら
がが
パパ
ニニ
ッッ

クク
状状
態態
にに
なな
っっ
たた
時時
、、
突突
然然
激激
しし
いい
閃閃
光光
がが

起起
きき
てて
、、
周周
囲囲
がが
「「
死死
のの
世世
界界
」」
にに
なな
っっ
てて

しし
まま
うう
。。 

遠遠
方方
にに
はは
、、
崩崩
壊壊
しし
たた
墨墨
田田
区区
のの
街街
並並
みみ
、、

折折
れれ
曲曲
がが
っっ
たた
東東
京京
タタ
ワワ
ーー
がが
。。
主主
人人
公公
はは

「「
今今
はは
何何
年年
なな
んん
だだ
！！
」」
とと
問問
うう
。。 

実実
にに
、、
現現
代代
的的
なな
小小
説説
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

家家
族族
とと
共共
にに
タタ
イイ
ムム
スス
リリ
ッッ
ププ
しし
てて
しし
まま

いい
、、
子子
どど
もも
がが
、、
親親
をを
「「
非非
国国
民民
」」
とと
罵罵
るる

とと
ここ
ろろ
、、
考考
ええ
ささ
せせ
らら
れれ
まま
しし
たた
っっ
たた
。。 

（（
ネネ
タタ
ババ
レレ
的的
ああ
らら
すす
じじ
）） 

終終
戦戦
間間
近近
のの
時時
代代((

昭昭
和和
1199
年年))

のの
世世
界界
にに

家家
族族
とと
共共
にに
タタ
イイ
ムム
スス
リリ
ッッ
ププ
しし
たた
。。
ババ
レレ
なな

いい
よよ
うう
にに
とと
、、
身身
のの
回回
りり
のの
もも
のの
でで
相相
応応
しし
くく

なな
いい
もも
のの
はは
隠隠
すす
。。 

しし
かか
しし
、、
東東
京京
大大
空空
襲襲
にに
なな
るる
のの
をを
知知
っっ
てて

いい
るる
かか
らら
、、
「「
上上
野野
公公
園園
はは
空空
襲襲
にに
遭遭
いい
まま
せせ

んん
かか
らら
逃逃
げげ
てて
くく
だだ
ささ
いい
」」
とと
ビビ
ララ
をを
配配
るる
。。

でで
もも
、、
誰誰
もも
信信
用用
しし
なな
いい
。。
当当
然然
でで
すす
ねね
。。 

空空
襲襲
がが
ああ
っっ
たた
とと
きき
、、
主主
人人
公公
はは
大大
きき
なな
爆爆

発発
にに
巻巻
きき
込込
まま
れれ
てて
意意
識識
をを
失失
うう
。。 

気気
付付
くく
とと
、、
戦戦
時時
中中
にに
はは
無無
いい
はは
ずず
のの
東東
京京

タタ
ワワ
ーー
がが
ああ
っっ
てて
、、
折折
れれ
曲曲
がが
っっ
てて
いい
るる
。。 

近近
くく
でで
息息
絶絶
ええ
るる
男男
にに
西西
暦暦
をを
尋尋
ねね
るる
とと
、、

終終
戦戦
間間
近近
のの
昭昭
和和
でで
はは
なな
くく
、、
現現
代代
だだ
っっ

たた
・・
・・
・・
。。 

そそ
んん
なな
タタ
イイ
ムム
スス
リリ
ッッ
ププ
物物
語語
でで
すす
。。 

「「食食糧糧不不足足」」「「言言論論統統制制」」のの戦戦
時時下下ににタタイイムムススリリッッププししたた現現代代
人人がが右右往往左左往往すするる小小説説。。 
太太平平洋洋戦戦争争末末期期、、敗敗戦戦へへ向向かか
うう日日常常風風景景をを描描いいてていいまますす。。 

小小学学館館文文庫庫（（22001133 年年））551199 円円 

KKiinnddllee 版版 （（電電子子書書籍籍））660055 円円 

山山田田 太太一一ささんん 

１１９９３３４４年年東東京京生生ままれれ。。脚脚本本家家・・作作家家。。 
松松竹竹入入社社後後にに映映画画のの助助監監督督をを務務めめるる
がが、、そそのの後後独独立立しし、、ＴＴＶＶドドララママのの脚脚本本をを
多多数数、、執執筆筆。。 
長長篇篇小小説説『『異異人人たたちちととのの夏夏』』でで山山本本周周
五五郎郎賞賞をを受受賞賞。。 

一一
九九
八八
一一
年年 

中中
央央
公公
論論
社社 

刊刊 

今今
月月
のの
オオ
スス
スス
メメ
本本 

終終
りり
にに
見見
たた
街街 

山山
田田 

太太
一一 

著著 

 

敗敗敗敗戦戦戦戦にににに向向向向かかかかうううう昭昭昭昭和和和和のののの時時時時代代代代へへへへ  

寓寓寓寓話話話話的的的的ななななＳＳＳＳＦＦＦＦ小小小小説説説説  

第第 3399話話   夏夏夏夏のののの駄駄駄駄菓菓菓菓子子子子ココココーーーーナナナナーーーー  ！！！！ 

阿阿部部 店店長長 ささんん 

「販促（はんそく）」とは「販売促進」のこと。魅力ある販売
スタイル。西松園と高松４丁目でファミリーマートを経営され
ている阿部江津子さんの「つぶやき」を掲載します。（編集室）

連載

六六
月月
某某
日日 

晴晴
れれ
。。
夏夏
でで
すす
ねね
。。 

西西
松松
園園
店店
でで
はは
、、
「「
フフ
ァァ
ミミ
ママ
のの
駄駄
菓菓
子子
屋屋
」」

をを
開開
店店
中中
でで
すす
。。
毎毎
年年
、、
人人
気気
でで
すす
。。
すす
ぐぐ
にに

完完
売売
とと
なな
るる
商商
品品
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
初初
登登
場場
のの
商商

品品
もも
、、
たた
くく
ささ
んん
用用
意意
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。 

今今
年年
もも
足足
をを
運運
んん
でで
くく
だだ
ささ
いい
ねね
。。 

おお
待待
ちち
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。 

今今
日日
もも
張張
りり
切切
っっ
てて
行行
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。 

おお
店店
にに
よよ
くく
来来
てて
下下
ささ
るる
おお
客客
様様
のの
話話
でで
すす
。。 

「「
昔昔
のの
駄駄
菓菓
子子
もも
、、
いい
ろろ
いい
ろろ
ああ
りり
まま
しし
たた
。。『『
水水

飴飴
せせ
んん
べべ
いい
』』
をを
知知
っっ
てて
いい
るる
方方
はは
、、
かか
なな
りり
のの

年年
輩輩
でで
すす
。。
塩塩
セセ
ンン
ベベ
イイ
にに
水水
飴飴
をを
塗塗
っっ
たた
割割
りり

箸箸
付付
きき
のの
。。
おお
祭祭
のの
時時
はは
「「
わわ
たた
ああ
めめ
」」
とと
いい
うう

のの
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
フフ
ーー
ドド
付付
きき
のの
回回
転転
機機
械械
のの

中中
にに
ザザ
ララ
メメ
をを
入入
れれ
てて
機機
械械
をを
回回
しし
まま
すす
。。
割割
りり

箸箸
をを
使使
っっ
てて
、、
綿綿
をを
スス
クク
っっ
たた
。。
懐懐
かか
しし
いい
」」 

虫虫よよけけ対対策策ととししてて 

設設置置ししままししたた。。 

おおににややんんまま君君 

ああかかねねちちゃゃんん 
フフィィギギュュアアでですす。。

女女性性店店長長のの ココンンビビニニ日日誌誌 

ごごごご自自自自分分分分ののののおおおお店店店店ののののこここことととと、、、、  

掲掲掲掲載載載載ししししててててみみみみまままませせせせんんんんかかかか  ？？？？    

おお問問いい合合わわせせはは、、下下記記ままでで。。 

→→メメーールル iiwwaattee..ffoorruumm22001155@@ggmmaaiill..ccoomm  

→→ FFAAXX 001199-- 664411--99667788 

広広広広
告告告告
募募募募
集集集集  

新しい家電、古い家電、かしこく素敵に
使いたいですよね。上田の「柿沢電器」
さんのご協力により掲載します。

構構想想はは、、4400 年年前前かからら！！ 

スス
ママ
ホホ
のの
操操
作作
でで
、、
出出
来来
上上
がが
りり
時時
間間
やや
量量
のの
変変
更更
、、
取取

りり
消消
しし
もも
でで
きき
まま
すす
。。 

「「
炊炊
きき
たた
てて
ベベ
スス
トト
のの
おお
かか
ずず
にに
出出
会会
っっ
たた
時時
」」、、「「
急急
なな

予予
定定
でで
炊炊
飯飯
をを
キキ
ャャ
ンン
セセ
ルル
しし
たた
いい
時時
」」
なな
どど
、、
使使
うう
人人
のの

都都
合合
にに
柔柔
軟軟
にに
合合
わわ
せせ
てて
くく
れれ
まま
すす
。。
驚驚
きき
はは
、、
発発
売売
前前
のの

先先
行行
体体
験験
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
希希
望望
者者
がが
、、
定定
数数
２２
００
００
にに
対対
しし
5500

倍倍
のの
応応
募募
がが
ああ
っっ
たた
ここ
とと
でで
すす
。。 

ここ
れれ
まま
でで
メメ
ーー
カカ
ーー
各各
社社
はは
、、
よよ
りり
美美
味味
しし
くく
炊炊
けけ
るる
炊炊

飯飯
器器
をを
目目
指指
しし
てて
しし
のの
ぎぎ
をを
削削
っっ
てて
きき
まま
しし
たた
。。 

見見
たた
ここ
とと
もも
なな
いい
炊炊
飯飯
器器
！！ 

ごご
はは
んん
がが
炊炊
きき
上上
がが
るる
時時
のの
、、
フフ
ワワ
ッッ
とと
漂漂
うう
香香
りり

やや
湯湯
気気
がが
シシ
ュュ
ーー
シシ
ュュ
ーー
すす
るる
音音
はは
、、
なな
んん
とと
もも
言言
ええ

ずず
食食
欲欲
をを
そそ
そそ
りり
まま
すす
。。 

炊炊
きき
たた
てて
のの
ごご
はは
んん
がが
ああ
れれ
ばば
、、
おお
かか
ずず
はは
何何
でで
もも

美美
味味
しし
ささ
アア
ッッ
ププ
でで
すす
。。
まま
しし
てて
やや
大大
好好
物物
のの
ごご
はは
んん

のの
おお
供供
がが
ああ
っっ
たた
日日
にに
はは
おお
かか
わわ
りり
必必
須須
でで
、、
つつ
いい
多多

めめ
にに
よよ
そそ
っっ
てて
しし
まま
うう
ここ
とと
間間
違違
いい
なな
しし
でで
すす
。。 

ささ
てて
「「
今今
回回
のの
話話
はは
、、
炊炊
飯飯
器器
かか
」」
とと
思思
いい
まま
しし
たた

ねね
？？ 確確

かか
にに
大大
正正
解解
でで
すす
がが
、、
たた
ぶぶ
んん
今今
まま
でで
聞聞
いい
たた
ここ

とと
もも
見見
たた
ここ
とと
もも
なな
いい
もも
のの
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
よよ
～～
！！ 

なな
ぜぜ
なな
らら
、、
ここ
のの
炊炊
飯飯
器器
、、
そそ
のの
つつ
どど
行行
うう
、、
おお
米米

やや
水水
をを
計計
量量
しし
てて
セセ
ッッ
トト
すす
るる
手手
間間
がが
必必
要要
ああ
りり
まま
せせ

んん
。。
ああ
らら
かか
じじ
めめ
タタ
イイ
ママ
ーー
のの
設設
定定
もも
しし
まま
せせ
んん
。。 

第第7700回回  

遠遠
隔隔
操操
作作
がが
出出
来来
るる
？？
炊炊
飯飯
器器 

ここ
のの
７７
月月
にに
登登
場場
しし
たた
てて
のの
業業
界界
初初
、、「「
自自
動動
計計
量量
とと

遠遠
隔隔
操操
作作
」」
がが
出出
来来
るる
家家
庭庭
用用
炊炊
飯飯
器器
なな
んん
でで
すす
。。 

外外
出出
先先
でで
「「
今今
日日
はは
、、
うう
ちち
でで
ごご
はは
んん
をを
」」
とと
思思
いい

たた
っっ
たた
時時
、、
スス
ママ
ーー
トト
フフ
ォォ
ンン
をを
ポポ
チチ
っっ
とと
すす
るる
だだ
けけ

でで
炊炊
飯飯
器器
にに
電電
源源
がが
ＯＯ
ＮＮ
。。
米米
やや
水水
のの
計計
量量
をを
始始
めめ
るる

とと
ここ
ろろ
かか
らら
全全
自自
動動
でで
ごご
はは
んん
をを
炊炊
きき
始始
めめ
、、
帰帰
宅宅
時時

にに
はは
ちち
ょょ
うう
どど
ごご
はは
んん
がが
炊炊
きき
ああ
がが
っっ
てて
いい
るる
！！
とと
いい

うう
もも
のの
。。 

見見
たた
目目
はは
スス
リリ
ムム
なな
タタ
テテ
型型
のの
白白
いい
タタ
ワワ
ーー
状状
でで
、、

今今
まま
でで
のの
炊炊
飯飯
器器
とと
はは
似似
てて
もも
似似
つつ
かか
なな
いい
形形
でで
すす
。。 

液液
晶晶
デデ
ィィ
スス
ププ
レレ
イイ
やや
継継
ぎぎ
目目
もも
なな
いい
スス
ッッ
キキ
リリ
デデ

ザザ
イイ
ンン
でで
、、
全全
自自
動動
のの
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
メメ
ーー
カカ
ーー
にに
雰雰
囲囲
気気

がが
近近
くく
、、
どど
ここ
にに
置置
いい
てて
もも
カカ
ッッ
ココ
イイ
イイ
感感
じじ
でで
すす
。。 

本本
体体
上上
部部
にに
米米
用用
とと
水水
用用
のの
タタ
ンン
クク
がが
ああ
りり
、、
ああ
らら 

米米
とと
水水
がが
内内
釜釜
にに
入入
っっ
てて
いい
くく
仕仕
組組
みみ 

かか
じじ
めめ
２２
㎏㎏
まま
でで
のの
無無
洗洗
米米
とと
６６
００
００
mmll
まま
でで
のの
水水
をを

そそ
れれ
ぞぞ
れれ
入入
れれ
てて
おお
きき
まま
すす
。。
そそ
しし
てて
本本
体体
下下
部部
にに
「「
おお

ひひ
つつ
型型
」」
のの
内内
釜釜
をを
セセ
ッッ
トト
すす
れれ
ばば
準準
備備
はは
ＯＯ
ＫＫ
。。 

自自
動動
計計
量量
とと
はは
、、
ここ
のの
タタ
ンン
クク
のの
米米
とと
水水
がが
、、
炊炊
飯飯
開開

始始
とと
とと
もも
にに
内内
釜釜
にに
少少
しし
ずず
つつ
適適
量量
まま
でで
入入
っっ
てて
いい
くく

仕仕
組組
みみ
をを
いい
いい
まま
すす
。。 

最最
大大
２２
合合
炊炊
きき
まま
でで
のの
ココ
ンン
パパ
クク
トト
ササ
イイ
ズズ
でで
、、
００
．．

２２
５５
合合
刻刻
みみ
でで
米米
のの
量量
をを
選選
べべ
、、
たた
とと
ええ
１１
．．
２２
５５
合合
だだ

とと
しし
てて
もも
、、
安安
心心
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
正正
確確
にに
水水
をを
量量
っっ
てて

くく
れれ
まま
すす
よよ
～～
。。 

4400
年年
前前
、、
すす
でで
にに
構構
想想
がが
ああ
っっ
たた
ここ
のの
自自
動動
計計
量量
のの

炊炊
飯飯
器器
。。 

イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
やや
スス
ママ
ホホ
なな
どど
のの
技技
術術
がが
進進
化化
しし

たた
ここ
とと
でで
よよ
うう
やや
くく
実実
現現
しし
まま
しし
たた
。。 

でで
もも
どど
んん
なな
にに
良良
いい
物物
でで
もも
、、
使使
わわ
なな
けけ
れれ
ばば
残残
念念
でで
すす
。。

今今
回回
のの
炊炊
飯飯
器器
にに
はは
保保
温温
機機
能能
はは
つつ
いい
てて
いい
まま
せせ
んん
。。 

そそ
しし
てて
無無
洗洗
米米
専専
用用
でで
すす
。。 

ここ
れれ
まま
でで
当当
たた
りり
前前
のの
機機
能能
をを
ああ
ええ
てて
省省
きき
、、「「
炊炊
きき
たた
てて
」」

をを
「「
食食
べべ
きき
りり
」」
でで
楽楽
しし
むむ
「「
時時
間間
」」
のの
創創
出出
をを
目目
指指
しし
たた
とと

ここ
ろろ
にに
、、
新新
鮮鮮
ささ
をを
感感
じじ
たた
人人
がが
たた
くく
ささ
んん
いい
たた
よよ
うう
でで
すす

ねね
。。
先先
行行
体体
験験
のの
応応
募募
数数
をを
見見
てて
思思
いい
まま
すす
。。 

ああ
らら
たた
めめ
てて
、、「「
炊炊
きき
たた
てて
」」
とと
いい
うう
言言
葉葉
のの
力力
にに
脱脱
帽帽
でで

すす
！！ 

連載

かかししここいい 
LED(^^;

家家家家家家電電電電電電術術術術術術   

自自動動計計量量IIHH炊炊飯飯器器 

小小野野田田
お の だ

 利利
り

枝枝
え

 ささんん 

ススタタッッフフのの皆皆ささんんとと

上田で電器店を経営され、
家電の体験教室も開催され
ています。盛岡市出身。



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

補補
聴聴
器器
、、
はは
じじ
めめ
のの
一一
補補((

いい
っっ
ぽぽ)) 

読読
者者
のの
皆皆
様様
おお
早早
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。
いい
かか
がが
おお
過過
ごご
しし

でで
しし
ょょ
うう
かか
、、
おお
変変
わわ
りり
在在
りり
まま
せせ
んん
かか
。。 

緑緑
がが
丘丘
のの
認認
定定
補補
聴聴
器器
専専
門門
店店
、、
補補
聴聴
器器
１１
番番
館館
、、
人人

情情
派派
のの
田田
中中
敦敦
でで
すす
。。 

 

補補
聴聴
器器
、、
何何
処処
でで
買買
っっ
てて
もも
よよ
りり
良良
いい
買買
いい
物物
とと
なな
りり

まま
すす
様様((

ここ
ここ
にに
はは
買買
いい
間間
違違
いい
ミミ
スス
ママ
ッッ
チチ
をを
防防
ぐぐ
意意

味味
合合
いい
もも
込込
めめ
てて
いい
まま
すす))
にに
とと
のの
願願
いい
かか
らら
毎毎
月月
、、
無無
いい

頭頭
をを
絞絞
っっ
てて
書書
いい
てて
いい
まま
すす((
笑笑))

。。 

私私
はは
思思
うう
のの
でで
すす
、、
補補
聴聴
器器
にに
対対
しし
「「
イイ
メメ
ーー
ジジ((

噂噂
・・

想想
像像))

だだ
けけ
でで
躊躊
躇躇
」」
しし
てて
いい
てて
もも
いい
けけ
まま
せせ
んん
しし
「「
イイ
メメ

ーー
ジジ((

想想
像像
・・
誤誤
認認
しし
たた
願願
望望))

でで
購購
入入
」」
しし
てて
もも
いい
けけ
まま

せせ
んん
、、
とと
。。 

業業
界界
でで
はは
「「
試試
聴聴
」」
とと
いい
うう
知知
るる
為為
、、
学学
ぶぶ
為為
のの
機機
会会

もも
先先
にに((

注注
文文
そそ
のの
前前
にに))

設設
けけ
てて
いい
まま
すす
。。 

ここ
れれ
もも
消消
費費
者者
側側
をを
守守
るる
施施
策策
のの
一一
つつ
でで
すす
。。

廃廃
用用
性性((

はは
いい
よよ
うう
せせ
いい))

とと
はは
？？ 

身身
体体
のの
ああ
るる
部部
分分
をを
使使
うう
ここ
とと
をを
止止
めめ
るる
とと
そそ
のの

部部
分分
がが
弱弱
りり
、、
ああ
るる
いい
はは
機機
能能
のの
萎萎
縮縮
がが
起起
ここ
るる
のの
にに

長長
いい
時時
間間
はは
かか
かか
らら
なな
いい
とと
もも
言言
わわ
れれ
まま
すす
。。 

ここ
のの
事事
をを
廃廃
用用
性性((

はは
いい
よよ
うう
せせ
いい))

とと
いい
いい
まま
すす
。。 

耳耳
にに
つつ
いい
てて
もも
同同
じじ
様様
なな
ここ
とと
がが
言言
わわ
れれ
てて
いい
まま

すす
。。
両両
側側
のの
耳耳
にに
常常
にに
聴聴
覚覚
刺刺
激激
がが
入入
っっ
てて
ここ
なな
いい
まま

まま
にに
しし
てて
いい
るる
とと
、、
音音
をを
処処
理理
すす
るる
聴聴
覚覚
機機
能能
そそ
のの
もも

のの
がが
時時
間間
のの
経経
過過
とと
共共
にに
徐徐
々々
にに
弱弱
まま
りり
、、
音音
やや
言言
葉葉

をを
理理
解解
すす
るる
能能
力力
がが
落落
ちち
るる
傾傾
向向
にに
もも
なな
るる
よよ
うう
でで
すす

((

補補
聴聴
器器
メメ
ーー
カカ
ーー
発発
行行
のの
資資
料料
よよ
りり))

。。 

又又
、、
難難
聴聴
がが
認認
知知
症症
発発
症症
リリ
スス
クク
をを
高高
めめ
るる
ここ
とと
はは

ここ
ここ
何何
年年
間間
にに
わわ
たた
っっ
てて
聴聴
覚覚
ケケ
アア
のの
関関
係係
者者
、、
補補
聴聴

器器
業業
界界
でで
もも
大大
きき
くく
取取
りり
上上
げげ
らら
れれ
てて
きき
てて
いい
まま
すす
。。 

「「
別別
にに
不不
便便
しし
てて
いい
なな
いい
」」 

テテ
レレ
ビビ
のの
音音
量量
をを
大大
きき
くく
すす
れれ
ばば
よよ
いい
、、
聞聞
きき
返返
せせ

ばば
事事
がが
足足
りり
るる
、、
でで
暮暮
らら
すす
方方
のの
場場
合合
でで
はは
「「
体体
のの
働働

きき
はは
そそ
うう
なな
んん
だだ
なな
ーー
」」
とと
認認
識識
だだ
けけ
でで
もも
しし
てて
頂頂
けけ

たた
らら
嬉嬉
しし
いい
限限
りり
でで
すす((

情情
報報
とと
しし
てて))

。。 

人人
はは
新新
しし
いい
事事
にに
取取
りり
組組
もも
うう
とと
強強
くく
思思
うう
とと
同同
時時

にに
、、
人人((

脳脳))

はは
「「
やや
らら
なな
いい((

動動
かか
なな
いい
・・
行行
動動
しし
なな
いい))

」」

理理
由由
もも
同同
時時
にに
探探
しし
出出
すす
とと
もも
言言
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす((

変変

化化
をを
嫌嫌
うう==

困困
っっ
てて
いい
てて
もも
現現
状状
のの
まま
まま
のの
ほほ
うう
がが
安安

心心
・・
安安
全全
とと
ブブ
レレ
ーー
キキ
をを
かか
けけ
るる
らら
しし
いい
無無
意意
識識
下下

にに))

。。 

だだ
かか
らら
ここ
そそ
、、
傍傍
でで
寄寄
りり
添添
いい
励励
まま
しし
てて
くく
れれ
るる
「「
ププ

ロロ((

専専
門門
家家))

」」
にに
相相
談談
すす
るる
訳訳
でで
すす((

何何
処処
のの
誰誰
にに
依依
頼頼

しし
よよ
うう
とと
もも))

。。
ここ
のの
話話
をを
今今
月月
読読
んん
でで
どど
のの
よよ
うう
にに
思思

いい
まま
しし
たた
かか
？？ 

今今
月月
もも
有有
難難
うう
御御
座座
いい
まま
すす
。。 

※※
関関
連連
すす
るる
資資
料料
やや
書書
籍籍
等等
をを
参参
考考
。。 

 
（７）
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今
年
の
高
校
３
年
生
が
受
験
す
る
共
通
テ
ス
ト
は
１
月

13

日

（
土
）
・
14
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
号
が
お
手
元
に
届
い

て
い
る
頃
に
は
共
通
テ
ス
ト
ま
で
半
年
を
切
っ
た
時
期
と
な
り
ま
す
。

こ
の
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
る
現
在
は
６
月
中
旬
で
す
が
、
塾
内
で
は

受
験
の
天
王
山
と
な
る
夏
休
み
を
迎
え
る
前
に
現
在
の
学
習
状
況
と
希

望
す
る
進
路
に
つ
い
て
個
々
に
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
気
に
な
っ
て
い
る
の
が
、『
大
学
受
験
に
対
し
て
の
危
機
感

の
薄
さ
』
で
す
。
話
を
聞
い
て
み
ま
す
と
、
ど
う
や
ら
高
校
入
試
と
同

じ
レ
ベ
ル
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
り
、「
進
学
校
に
通
っ
て
い
る
か
ら
大
丈

夫
」
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
り
す
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
「
国
公
立
大
学
入
試
と
公
立
高
校
入
試
の
違
い
」
を

い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
大
学
入
試
の
大
変
さ
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
受
験
科
目
数

公
立
高
校
入
試
…
５
科
目

国
公
立
大
学
入
試
…
共
通
テ
ス
ト
７
科
目
＋
２
次
試
験
（
科
目
数

は
大
学
に
よ
る
）

●
知
識
量
（
一
つ
の
目
安
と
し
て
入
試
で
出
題
さ
れ
た
英
単
語
数
）

公
立
高
校
入
試
…
入
試
で
出
題
さ
れ
た
総
単
語
数
は
、
全
国
平
均

で
約
一
六
〇
〇
語

国
公
立
大
学
入
試
…
共
通
テ
ス
ト
で
出
題
さ
れ
た
総
単
語
数
は
約

六
一
〇
〇
語

今
年
の
高
校
３
年
生
が
受
験
す
る
共
通
テ
ス
ト
は
１
月

13

日

（
土
）
・
14
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
号
が
お
手
元
に
届
い

て
い
る
頃
に
は
共
通
テ
ス
ト
ま
で
半
年
を
切
っ
た
時
期
と
な
り
ま
す
。

こ
の
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
る
現
在
は
６
月
中
旬
で
す
が
、
塾
内
で
は

受
験
の
天
王
山
と
な
る
夏
休
み
を
迎
え
る
前
に
現
在
の
学
習
状
況
と
希

望
す
る
進
路
に
つ
い
て
個
々
に
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
気
に
な
っ
て
い
る
の
が
、『
大
学
受
験
に
対
し
て
の
危
機
感

の
薄
さ
』
で
す
。
話
を
聞
い
て
み
ま
す
と
、
ど
う
や
ら
高
校
入
試
と
同

じ
レ
ベ
ル
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
り
、「
進
学
校
に
通
っ
て
い
る
か
ら
大
丈

夫
」
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
り
す
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
「
国
公
立
大
学
入
試
と
公
立
高
校
入
試
の
違
い
」
を

い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
大
学
入
試
の
大
変
さ
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
受
験
科
目
数

公
立
高
校
入
試
…
５
科
目

国
公
立
大
学
入
試
…
共
通
テ
ス
ト
７
科
目
＋
２
次
試
験
（
科
目
数

は
大
学
に
よ
る
）

●
知
識
量
（
一
つ
の
目
安
と
し
て
入
試
で
出
題
さ
れ
た
英
単
語
数
）

公
立
高
校
入
試
…
入
試
で
出
題
さ
れ
た
総
単
語
数
は
、
全
国
平
均

で
約
一
六
〇
〇
語

国
公
立
大
学
入
試
…
共
通
テ
ス
ト
で
出
題
さ
れ
た
総
単
語
数
は
約

六
一
〇
〇
語

今今
どど
きき
のの

「「「「
学学学学
びびびび
」」」」

教教
育育
エエ
ッッ
セセ
ーー 

第第
2266
回回 

大大
学学
受受
験験
とと
高高
校校
受受
験験
のの
違違
いい 

●●
倍倍
率率 

 

公公
立立
高高
校校
入入
試試
……
約約
１１
倍倍
～～
１１
・・
４４
倍倍
（（
盛盛
岡岡
市市
・・
滝滝
沢沢
市市
内内
のの

普普
通通
科科
）） 

 

国国
公公
立立
大大
学学
入入
試試
……
平平
均均
３３
・・
９９
倍倍 

 

一一
度度
大大
学学
入入
試試
をを
終終
ええ
たた
立立
場場
にに
なな
りり
まま
すす
とと
、、
ここ
のの
三三
点点
をを
見見
たた

だだ
けけ
でで
ゾゾ
ッッ
とと
すす
るる
よよ
うう
なな
大大
変変
ささ
はは
理理
解解
しし
やや
すす
いい
のの
でで
すす
がが
、、
現現

役役
生生
がが
ここ
れれ
をを
理理
解解
しし
てて
、、
ささ
らら
にに
行行
動動
にに
移移
すす
のの
はは
そそ
うう
簡簡
単単
でで
はは

なな
いい
よよ
うう
でで
すす
。。 

もも
うう
一一
つつ
デデ
ーー
タタ
をを
紹紹
介介
しし
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。
ここ
ちち
らら
はは
河河
合合
塾塾

のの
去去
年年
のの
高高
３３
生生
のの
デデ
ーー
タタ
でで
すす
。。
（（
河河
合合
塾塾
のの
メメ
ルル
ママ
ガガ
よよ
りり
引引
用用
）） 

●●
成成
績績
上上
位位
層層
（（
偏偏
差差
値値
5577
・・
５５
以以
上上
））
のの
１１
学学
期期
のの
一一
日日
のの
学学
習習 

時時
間間 

 

平平
日日
……
５５
時時
間間
以以
下下
7755
％％
、、
６６
～～
７７
時時
間間
1155
％％
、、
８８
時時
間間
以以
上上 

1100
％％ 

 

休休
日日
……
５５
時時
間間
以以
下下
1177
％％
、、
６６
～～
７７
時時
間間
1111
％％
、、
８８
時時
間間
以以
上上 

6644
％％ 

全全
国国
のの
受受
験験
生生
はは
ここ
れれ
だだ
けけ
のの
学学
習習
時時
間間
をを
確確
保保
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

ここ
のの
ココ
ララ
ムム
をを
読読
んん
でで
いい
るる
高高
３３
生生
はは
手手
元元
にに
ああ
るる
「「
全全
統統
模模
試試
」」

のの
偏偏
差差
値値
・・
自自
身身
のの
学学
習習
時時
間間
とと
右右
のの
デデ
ーー
タタ
をを
比比
べべ
てて
みみ
まま
しし
ょょ
うう
。。 

大大
学学
入入
試試
でで
競競
うう
相相
手手
はは
全全
国国
のの
ここ
のの
レレ
ベベ
ルル
のの
高高
３３
生生
とと
浪浪
人人
生生

でで
すす
。。「「
今今
はは
点点
数数
がが
取取
れれ
てて
いい
なな
いい
けけ
どど
、、
勉勉
強強
しし
てて
なな
いい
かか
らら
仕仕
方方

なな
いい
」」
「「
ちち
ゃゃ
んん
とと
勉勉
強強
しし
たた
らら
点点
数数
はは
取取
れれ
るる
しし
」」
「「
夏夏
休休
みみ
はは
毎毎
日日

学学
校校
でで
課課
外外
授授
業業
がが
ああ
るる
かか
らら
大大
丈丈
夫夫
」」「「
言言
っっ
てて
もも
最最
後後
にに
はは
何何
とと
かか

なな
るる
んん
でで
しし
ょょ
」」
なな
んん
てて
甘甘
いい
考考
ええ
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
せせ
んん
かか
？？ 

（（ 

能能
開開
セセ
ンン
タタ
ーー
緑緑
がが
丘丘
校校 

水水
野野
健健
太太
先先
生生 

）） 

補補聴聴器器とと仲仲良良くくすするる方方法法 ((取取りり組組みみ方方)) 

連連載載 

認定補聴器専門店を経営されている田中敦さんのコラム。
リニュアルしました。田中さんのお父様も補聴器を使用中だ
そうです。「まず不安の解決そして次に、喜んでもらいたい」
という気持ちを大切にしている田中さんの本音コラム。

田田中中ささんんはは浄浄法法寺寺出出

身身。。現現在在、、高高松松にに奥奥様様とと

娘娘様様、、保保護護猫猫７７匹匹ととおお住住

ままいいでですす。。娘娘ささんんととののスス

キキーーにに熱熱中中ととのの事事。。 

田田中中
た な か

 敦敦
あつし

 ささんん

第第 4411 話話  知知っってておおききたたいい廃廃用用性性ににつついいてて 
はいようせい

医医学学的的なな診診断断やや治治療療にに関関ししてて
はは各各専専門門医医をを受受診診しし指指導導をを仰仰いい
でで下下ささいい。。聞聞ここええがが気気ににななっったた
らら、、ままずずはは耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科ででのの診診察察をを
おお勧勧めめししまますす。。補補聴聴器器のの使使用用ををごご
希希望望のの場場合合ににもも同同様様にに考考ええまますす。。 

補補聴聴器器はは適適切切なな機機種種選選択択とと調調
整整にによよりりそそのの効効果果をを目目指指ししまますす
がが、、聞聞ここええのの状状態態そそのの他他、、他他のの理理
由由かかららもも効効果果をを実実感感さされれなないい方方
((場場合合))ももあありりまますす。。ごご理理解解をを、、 

難難聴聴者者ににととっっててママススクク
越越ししのの会会話話をを聞聞きき取取るるのの
はは辛辛いいももののでで、、避避けけたたくく
ななるる、、ととのの話話をを伺伺いいまますす。。
（（相相談談者者談談）） 

ごごごご自自自自分分分分ののののおおおお店店店店ののののこここことととと、、、、  

ここここのののの新新新新聞聞聞聞でででで紹紹紹紹介介介介ししししててててみみみみまままませせせせんんんんかかかか  ？？？？    

おお問問いい合合わわせせはは、、下下記記ままでで。。 

→→メメーールル iiwwaattee..ffoorruumm22001155@@ggmmaaiill..ccoomm  

→→ FFAAXX 001199-- 664411--99667788 

・・11 ココママ 99,,000000 円円・・１１かか月月・・税税別別 

・・22 ココママ 1188,,000000 円円・・１１かか月月・・税税別別 

・・33 ココママ 2277,,000000 円円・・１１かか月月・・税税別別 

・・55 ココママ 4455,,000000 円円・・１１かか月月・・税税別別 

広広広広
告告告告
募募募募
集集集集  

継継続続広広告告のの場場合合、、初初回回はは半半額額でですす。。 

最
近
の
こ
と
で
す
。
凡
人
に
も
、
と
ん
だ
「
茶

番
」
だ
と
分
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

か
つ
て
、
似
た
よ
う
な
事
柄
で
命
を
落
と
し

た
庶
民
が
大
勢
い
た
と
か
。
悲
惨
な
「
桜
花
」

な
ん
て
シ
ロ
モ
ノ
、
今
聴
く
だ
に
お
笑
い
で
す
。

「
茶
番
」
と
は
、
簡
単
に
底
が
割
れ
る
よ
う

な
馬
鹿
げ
た
振
る
舞
い
の
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
は
「
茶
番
」
で
あ
る
こ

と
が
見
え
ま
せ
ん
。

元
々
「
茶
番
」
と
は
「
お
茶
汲
み
当
番
」
の

こ
と
。「
茶
番
」
と
言
っ
て
済
ま
せ
ら
れ
な
い
の

は
、
生
命
に
か
か
わ
る
事
柄
く
ら
い
で
す
。
水
、

食
べ
物
、
病
気
や
事
故
な
ど
か
ら
命
を
守
る
。

あ
と
は
全
て
「
茶
番
」。
消
費
活
動
の
ほ
と
ん

ど
が
「
茶
番
」
。
人
生
全
て
が
「
茶
番
」
か
も
。

自
分
は
こ
の
世
に
産
ま
れ
て
来
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
戦
争
が
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
た
と
し

た
ら
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
模
擬
戦
争
だ
け
で
決

着
は
付
く
で
し
ょ
う
に
。
命
を
落
と
し
た
人
が

出
る
な
ん
て
、
有
り
得
ま
せ
ん
。

か
つ
て
の
芝
居
小
屋
で
は
、
下
働
き
の
役
者

見
習
い
が
「
茶
番
」
を
し
ま
し
た
。「
お
茶
汲
み

当
番
」
が
暇
を
持
て
余
し
て
余
興
演
芸
に
興
じ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
即
興
演
芸
を
「
茶
番
」

と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

転
じ
て
「
見
え
透
い
た
」
行
動
を
「
茶
番
」

と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
と
な
。

な
ら
ば
、
心
行
く
ま
で
庶
民
に
、
本
当
の
「
茶

番
」
に
興
じ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

戦
争
な
ん
て
無
駄
な
の
で
す
。
あ
の
星
も
、

あ
の
領
土
も
貴
方
の
モ
ノ
で
す
。

も
う
い
い
加
減
に
し
て
く
だ
さ
い
な
。

あ
、
広
告
を
お
待
ち
し
ま
す
。

 

最
近
の
こ
と
で
す
。
凡
人
に
も
、
と
ん
だ
「
茶

番
」
だ
と
分
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

か
つ
て
、
似
た
よ
う
な
事
柄
で
命
を
落
と
し

た
庶
民
が
大
勢
い
た
と
か
。
悲
惨
な
「
桜
花
」

な
ん
て
シ
ロ
モ
ノ
、
今
聴
く
だ
に
お
笑
い
で
す
。

「
茶
番
」
と
は
、
簡
単
に
底
が
割
れ
る
よ
う

な
馬
鹿
げ
た
振
る
舞
い
の
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
は
「
茶
番
」
で
あ
る
こ

と
が
見
え
ま
せ
ん
。

元
々
「
茶
番
」
と
は
「
お
茶
汲
み
当
番
」
の

こ
と
。「
茶
番
」
と
言
っ
て
済
ま
せ
ら
れ
な
い
の

は
、
生
命
に
か
か
わ
る
事
柄
く
ら
い
で
す
。
水
、

食
べ
物
、
病
気
や
事
故
な
ど
か
ら
命
を
守
る
。

あ
と
は
全
て
「
茶
番
」。
消
費
活
動
の
ほ
と
ん

ど
が
「
茶
番
」
。
人
生
全
て
が
「
茶
番
」
か
も
。

自
分
は
こ
の
世
に
産
ま
れ
て
来
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
戦
争
が
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
た
と
し

た
ら
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
模
擬
戦
争
だ
け
で
決

着
は
付
く
で
し
ょ
う
に
。
命
を
落
と
し
た
人
が

出
る
な
ん
て
、
有
り
得
ま
せ
ん
。

か
つ
て
の
芝
居
小
屋
で
は
、
下
働
き
の
役
者

見
習
い
が
「
茶
番
」
を
し
ま
し
た
。「
お
茶
汲
み

当
番
」
が
暇
を
持
て
余
し
て
余
興
演
芸
に
興
じ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
即
興
演
芸
を
「
茶
番
」

と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

転
じ
て
「
見
え
透
い
た
」
行
動
を
「
茶
番
」

と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
と
な
。

な
ら
ば
、
心
行
く
ま
で
庶
民
に
、
本
当
の
「
茶

番
」
に
興
じ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

戦
争
な
ん
て
無
駄
な
の
で
す
。
あ
の
星
も
、

あ
の
領
土
も
貴
方
の
モ
ノ
で
す
。

も
う
い
い
加
減
に
し
て
く
だ
さ
い
な
。

あ
、
広
告
を
お
待
ち
し
ま
す
。

編編集集後後記記

第第 44 回回   メメメメヌヌヌヌケケケケ 

たたままにに店店ででもも使使うう美美味味ししいい魚魚。。深深海海ににいいるるそそのの魚魚はは、、

水水揚揚げげさされれたたととききにに水水圧圧のの格格差差にに耐耐ええききれれずず((むむししろろ

圧圧がが無無ささすすぎぎてて))目目玉玉やや内内蔵蔵がが外外にに飛飛びび出出るる。。 

でで、、目目んんたたままがが飛飛びび出出たた状状態態でで水水揚揚げげさされれるるかからら『『メメ

ヌヌケケ』』ととよよばばれれるる、、ととててもも美美味味ししいい魚魚。。真真逆逆のの状状況況をを

考考ええるるとと、、ゾゾッッととすするる。。 

冒冒険険ももいいいいけけどど、、リリススククにに対対すするる対対処処をを考考ええなないいとと、、

たただだのの『『無無謀謀』』ににななっっててししままううんんだだなな。。 

みみななささんん、、明明日日ももごご無無事事でで。。 

おおややすすみみななささいい。。 

中ノ橋通で「ひねもすほっと茶屋」を経営されている吉田さんが
日々の想いを綴ってくれます。お楽しみに！

連連載載 

⌒⌒⊥⊥⌒⌒ゞゞ ままままっっっったたたたりりりり  ブブブブロロロロググググ  
ひひひひねねねねももももすすすす  ほほほほっっっっとととと茶茶茶茶屋屋屋屋  ささささんんんんのののの 

BBBB  llll  oooo  gggg 

よよししだだ かかずずをを ささんん 

地地元元ミミュューージジシシャャンンとと

ししててはは「「草草分分けけ的的存存在在」」

とと言言わわれれてておおりりまますす。。 

長長年年、、中中津津川川べべりりフフォォ

ーーククジジャャンンボボリリーーのの実実行行

委委員員長長ににもも。。店店でではは、、昼昼

ののラランンチチはは私私がが調調理理ししまま

すす。。夜夜ののおお酒酒タタイイムムもも私私

ががややっってて、、午午後後のの「「おお茶茶

タタイイムム」」はは女女房房にに任任せせてて

休休憩憩ししてていいまますす。。 



新新
しし
いい
紙紙
幣幣
をを
飾飾
るる
三三
人人
ささ
んん
はは
、、
新新
渡渡
戸戸
稲稲
造造
とと
縁縁

のの
ああ
るる
人人
たた
ちち
でで
すす
。。 

渋渋
沢沢
栄栄
一一
はは
新新
渡渡
戸戸
をを
助助
けけ
、、
津津
田田
梅梅
子子
はは
新新
渡渡
戸戸
がが

助助
けけ
、、
北北
里里
柴柴
三三
郎郎
はは
新新
渡渡
戸戸
とと
親親
しし
いい
関関
係係
でで
しし
たた
。。 

 

 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （８）

来来年年、、おお札札ののデデザザイインンがが変変わわりりまますす。。 
藤藤井井
ふじい

 茂茂
しげる

 ささんん （（ 盛盛岡岡市市 新新渡渡戸戸基基金金 理理事事長長 ）） 

紙幣のデザインが来年、一新されますが、紙幣デザインに
採用される三人と新渡戸稲造とのご縁をお聞きするために
新渡戸基金の藤井茂さんを訪ねました。（編集室）。

第第 9911回回 
回回 

ここんんななににユユニニーーククなな方方がが。。 

丘丘丘丘のののの上上上上のののの人人人人  

昭昭和和２２４４年年、、秋秋田田県県大大館館市市生生ままれれ。。 

盛盛岡岡タタイイムムスス社社をを経経てて、、新新渡渡戸戸基基金金のの

理理事事長長にに就就任任。。『『いいわわてて人人物物夜夜話話』』ななどどのの

著著書書ががあありりまますす。。 

渋渋
沢沢
栄栄
一一
とと
新新
渡渡
戸戸
稲稲
造造
のの
ごご
縁縁 

新新
渡渡
戸戸
がが
旧旧
制制
一一
高高
のの
校校
長長
にに
なな
っっ
たた
翌翌
年年
頃頃

かか
らら
、、
渋渋
沢沢
栄栄
一一
とと
知知
りり
合合
いい
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

銀銀
行行
協協
会会
のの
会会
合合
にに
新新
渡渡
戸戸
もも
呼呼
ばば
れれ
まま
しし
たた
。。 

会会
合合
でで
講講
演演
しし
たた
内内
容容
がが
互互
いい
にに
合合
致致
しし
まま
しし

たた
。。
そそ
れれ
がが
ごご
縁縁
のの
始始
まま
りり
でで
すす
。。 

どど
ここ
がが
合合
致致
しし
たた
かか
とと
言言
いい
まま
すす
とと
、、
商商
売売
すす
るる

とと
きき
はは
、、
心心
をを
もも
っっ
とと
養養
おお
うう
、、
正正
直直
にに
なな
ろろ
うう
、、

そそ
うう
すす
れれ
ばば
商商
売売
もも
繁繁
栄栄
すす
るる
とと
渋渋
沢沢
栄栄
一一
はは
日日

頃頃
のの
考考
ええ
をを
披披
露露
しし
まま
しし
たた
。。
勉勉
強強
ばば
かか
りり
しし
てて
知知

識識
をを
蓄蓄
ええ
るる
よよ
りり
、、
もも
っっ
とと
大大
事事
なな
ここ
とと
がが
ああ
るる

とと
。。 すす

るる
とと
、、
新新
渡渡
戸戸
もも
そそ
のの
後後
にに
挨挨
拶拶
にに
立立
っっ
てて
、、

似似
たた
よよ
うう
なな
ここ
とと
をを
語語
っっ
たた
。。 

 

新新渡渡戸戸稲稲造造ととのの「「ごご縁縁」」 

22002244 年年のの上上半半期期にに、、 

11 万万円円札札がが渋渋沢沢栄栄一一 にに 

55 千千円円札札がが津津田田梅梅子子 にに 

千千円円札札がが北北里里柴柴三三郎郎にに 

そそれれぞぞれれデデザザイインンがが一一新新さされれまますす。。 

新新ししいい「「顔顔」」のの方方々々、、渋渋沢沢栄栄一一、、 

津津田田梅梅子子、、北北里里柴柴三三郎郎のの三三人人はは、、 

新新渡渡戸戸稲稲造造ととつつななががりりががあありりまますす。。 

二二
人人
はは
意意
気気
投投
合合
しし
てて 

商商
売売
とと
いい
うう
もも
のの
はは
少少
しし
くく
らら
いい
ウウ
ソソ
をを
つつ
いい

てて
もも
儲儲
かか
れれ
ばば
いい
いい
、、
とと
いい
うう
のの
がが
江江
戸戸
時時
代代
かか
らら

明明
治治
のの
初初
めめ
頃頃
まま
でで
のの
考考
ええ
だだ
っっ
たた
よよ
うう
でで
すす
がが
、、

渋渋
沢沢
栄栄
一一
はは
そそ
うう
いい
うう
風風
潮潮
をを
嫌嫌
っっ
てて
いい
たた
。。 

渋渋
沢沢
はは
新新
渡渡
戸戸
よよ
りり
もも
二二
十十
歳歳
くく
らら
いい
年年
上上
でで

しし
たた
がが
、、
渋渋
沢沢
はは
、、
新新
渡渡
戸戸
のの
講講
話話
をを
聞聞
いい
てて
「「
ここ

のの
男男
にに
協協
力力
しし
よよ
うう
」」
とと
考考
ええ
たた
よよ
うう
でで
すす
。。 

新新
渡渡
戸戸
をを
応応
援援
すす
れれ
ばば
間間
違違
いい
なな
いい
とと
、、
渋渋
沢沢
栄栄

一一
はは
思思
っっ
たた
。。 

以以
来来
、、
渋渋
沢沢
はは
死死
ぬぬ
まま
でで
新新
渡渡
戸戸
をを
応応
援援
しし
続続
けけ

まま
しし
たた
。。 

渋渋
沢沢
財財
団団
でで
はは
、、
国国
際際
協協
調調
にに
もも
つつ
なな
がが
るる
とと
いい

うう
ここ
とと
でで
日日
米米
のの
実実
情情
をを
互互
いい
にに
伝伝
ええ
るる
事事
業業
をを

やや
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

日日
本本
かか
らら
はは
新新
渡渡
戸戸
がが
アア
メメ
リリ
カカ
にに
行行
っっ
てて
日日

本本
のの
実実
情情
をを
語語
りり
まま
しし
たた
。。 

新新
渡渡
戸戸
はは
アア
メメ
リリ
カカ
でで
百百
六六
十十
回回
以以
上上
もも
講講
演演

しし
てて
いい
まま
すす
。。 

  

画像は日銀の特設サイトから引用しました（編集室）。

https://www.npb.go.jp/ja/n_banknote

新新渡渡戸戸稲稲造造がが英英語語でで書書きき上上げげたた『『武武士士道道』』のの本本のの中中でで、、

武武士士道道ととはは「「武武士士階階級級ののノノブブレレスス・・オオブブリリーージジュュででああるる」」

とと説説かかれれてていいまますす。。 

「「ノノブブレレスス・・オオブブリリーージジュュ」」ととはは、、貴貴族族ななどどのの高高いい身身

分分ににああるる人人々々がが負負うう義義務務ののこことと。。庶庶民民よよりりもも高高いい身身分分にに

ああるる武武士士はは、、暴暴力力的的なな支支配配ででははななくく、、武武士士道道とといいうう崇崇高高

なな道道徳徳にによよっってて人人のの上上にに立立っってていいるる。。 

地地位位のの高高いい人人ににはは、、髙髙ささにに応応じじたた義義務務やや責責任任ががああるるとと

いいううここととででししょょううかか。。 

武武士士道道のの道道徳徳規規範範はは、、人人ににはは優優ししくく、、正正直直でで、、誠誠意意をを

尽尽くくしし、、長長兄兄をを敬敬うう、、恩恩にに報報いいるる、、弱弱いい者者ををいいじじめめなないい、、

ウウソソををつつかかなないい、、何何事事ににもも寛寛容容ででああるる等等々々、、良良心心のの掟掟にに

従従うう。。そそれれららをを、、新新渡渡戸戸はは「「武武士士道道」」とと考考ええままししたた。。 

「「武武士士道道」」ににつついいてて  一一口口メメモモ（（編編集集室室）） 

hhttttpp::////wwwwww..nniittoobbee..ccoomm 

ハハガガキキにに、、住住所所、、氏氏名名、、電電話話番番号号をを明明記記のの上上、、「「小小冊冊子子

をを希希望望」」とと記記載載。。締締めめ切切りりはは、、令令和和 55 年年 88月月 55日日。。 

当当選選品品のの発発送送ををももっってて発発表表ににかかええまますす。。 

個個人人情情報報はは用用途途以以外外にに使使用用いいたたししまませせんん。。 

応応募募先先 〒〒002200--00661111 滝滝沢沢市市巣巣子子 220088 番番地地 3311   

ＮＮＰＰＯＯ法法人人 いいわわてて地地域域活活性性化化フフォォーーララムム  

「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘」」編編集集室室 宛宛 

抽抽選選でで、、33 名名様様にに！！ 

ププレレゼゼンントト 
「「新新渡渡戸戸稲稲造造会会」」ささんんよよりり 

新新渡渡戸戸稲稲造造 入入門門 小小冊冊子子 

北
里
柴
三
郎
と
新
渡
戸
の
ご
縁

北
里
柴
三
郎
と
は
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
ご
縁
が

あ
り
ま
す
。

新
渡
戸
が
国
際
連
盟
の
事
務
次
長
を
終
え
て
帰

国
し
て
か
ら
で
す
。

新
渡
戸
は
す
で
に
国
際
的
に
も
有
名
に
な
っ
て

い
て
、
日
本
の
医
学
界
か
ら
も
呼
ば
れ
て
講
演
し
て

い
ま
す
。

北
里
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
親
し
く
話
を
し
て
い

ま
す
。
北
里
柴
三
郎
は
新
渡
戸
と
、
晩
年
に
大
変
な

友
達
に
な
り
ま
し
た
。

北
里
柴
三
郎
と
新
渡
戸
の
ご
縁

北
里
柴
三
郎
と
は
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
ご
縁
が

あ
り
ま
す
。

新
渡
戸
が
国
際
連
盟
の
事
務
次
長
を
終
え
て
帰

国
し
て
か
ら
で
す
。

新
渡
戸
は
す
で
に
国
際
的
に
も
有
名
に
な
っ
て

い
て
、
日
本
の
医
学
界
か
ら
も
呼
ば
れ
て
講
演
し
て

い
ま
す
。

北
里
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
親
し
く
話
を
し
て
い

ま
す
。
北
里
柴
三
郎
は
新
渡
戸
と
、
晩
年
に
大
変
な

友
達
に
な
り
ま
し
た
。

北北里里 柴柴三三郎郎 

津
田
梅
子
と
新
渡
戸
稲
造
の
ご
縁

津
田
梅
子
が
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
お
世
話
に
な

っ
た
家
。
そ
こ
は
、
新
渡
戸
も
お
世
話
に
な
っ
た
同

じ
家
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
は
親
日
的
な
人
達
が
居
ま

す
。
新
渡
戸
は
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
人
が
ど
の
く
ら

い
い
る
か
、
何
の
た
め
に
渡
っ
て
い
る
か
を
知
ろ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
津
田
梅
子
の
こ
と
も
、
ち
ゃ
ん

と
書
い
て
い
ま
す
。

新
渡
戸
と
津
田
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
は
、
残
念

な
が
ら
な
い
で
す
が
、
親
し
い
間
柄
の
人
に
限
っ
て

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
は
な
い
も
の
。

日
本
に
戻
っ
て
来
た
津
田
梅
子
は
、「
女
子
英
学

塾
（「
津
田
塾
大
」
の
前
身
）」
を
創
設
し
ま
し
た
。

そ
の
少
し
前
（
同
じ
明
治
三
十
三
年
・
一
九
〇
〇

年
）
に
は
、
新
渡
戸
は
、
あ
の
「
武
士
道
」
の
本
を

出
版
し
て
い
ま
す
。

津
田
梅
子
は
、
新
渡
戸
が
一
九
〇
一
年
に
日
本
に

帰
っ
て
来
た
と
き
、
女
子
英
学
塾
で
講
演
を
し
て
ほ

し
い
と
依
頼
し
て
「
武
士
道
」
に
つ
い
て
講
義
を
し

て
い
ま
す
。

「
女
子
英
学
塾
」
の
理
事
に
な
っ
た
り
、
津
田
梅

子
の
代
わ
り
に
訓
示
を
し
た
り
卒
業
講
演
を
し
て

い
ま
す
。

津
田
梅
子
が
亡
く
な
っ
た
時
の
葬
儀
で
、
新
渡
戸

が
三
十
分
も
弔
辞
を
読
ん
だ
と
い
う
記
録
も
残
っ

て
い
ま
す
。

   津
田
梅
子
と
新
渡
戸
稲
造
の
ご
縁

津
田
梅
子
が
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
お
世
話
に
な

っ
た
家
。
そ
こ
は
、
新
渡
戸
も
お
世
話
に
な
っ
た
同

じ
家
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
は
親
日
的
な
人
達
が
居
ま

す
。
新
渡
戸
は
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
人
が
ど
の
く
ら

い
い
る
か
、
何
の
た
め
に
渡
っ
て
い
る
か
を
知
ろ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
津
田
梅
子
の
こ
と
も
、
ち
ゃ
ん

と
書
い
て
い
ま
す
。

新
渡
戸
と
津
田
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
は
、
残
念

な
が
ら
な
い
で
す
が
、
親
し
い
間
柄
の
人
に
限
っ
て

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
は
な
い
も
の
。

日
本
に
戻
っ
て
来
た
津
田
梅
子
は
、「
女
子
英
学

塾
（「
津
田
塾
大
」
の
前
身
）」
を
創
設
し
ま
し
た
。

そ
の
少
し
前
（
同
じ
明
治
三
十
三
年
・
一
九
〇
〇

年
）
に
は
、
新
渡
戸
は
、
あ
の
「
武
士
道
」
の
本
を

出
版
し
て
い
ま
す
。

津
田
梅
子
は
、
新
渡
戸
が
一
九
〇
一
年
に
日
本
に

帰
っ
て
来
た
と
き
、
女
子
英
学
塾
で
講
演
を
し
て
ほ

し
い
と
依
頼
し
て
「
武
士
道
」
に
つ
い
て
講
義
を
し

て
い
ま
す
。

「
女
子
英
学
塾
」
の
理
事
に
な
っ
た
り
、
津
田
梅

子
の
代
わ
り
に
訓
示
を
し
た
り
卒
業
講
演
を
し
て

い
ま
す
。

津
田
梅
子
が
亡
く
な
っ
た
時
の
葬
儀
で
、
新
渡
戸

が
三
十
分
も
弔
辞
を
読
ん
だ
と
い
う
記
録
も
残
っ

て
い
ま
す
。

津津田田 梅梅子子 


